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１．計画の概要 

１-１ 計画策定の目的・背景 

本町の公共交通は、高速バス、多古-成田空港間シャトルバス（以下、「空港シャトルバ

ス」）、路線バス、デマンドタクシー、一般タクシー等が運行しており、町民の生活を支え

ています。 

しかし、人口減少、自家用車利用の浸透等により公共交通の利用は低迷しています。ま

た、公共交通事業者はドライバー不足、ドライバー高齢化等の問題を抱えており、従来の公

共交通サービス水準を維持することが難しい状況となっています。 

一方で、周辺環境も変化しており、成田空港の更なる機能強化や圏央道の整備などによっ

て、居住人口や観光来訪者の増加などが見込まれていることに加えて、本町では高齢化が進

行していくことが推計されていることから、今後、公共交通サービスの必要性は一層高くな

ると考えられます。 

そこで、地域ニーズ、まちづくりの変化に対応した「便利で持続可能な公共交通サービス

の実現」に向けたマスタープランを定め、地域公共交通が抱える課題、目指すべき方向性等

を町民・公共交通関係者と共有するため、「多古町地域公共交通計画」を策定しました。 

 

１-２ 計画の位置付け 

本計画は、総合計画を上位計画として、その他都市計画マスタープラン等の関連計画と連

携しながら策定を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３ 計画対象 

本計画の区域は、多古町全域とします。なお、近隣市町を結ぶ広域交通については、関係

自治体や交通事業者と連携を図ります。 

 

１-４ 計画期間 

計画期間は令和６年度～令和 11 年度の６年間とします。社会情勢やまちづくりに大きな

変化が生じた場合は、適宜、改定を行います。  

図 計画の位置付け 

多古町地域公共交通計画 

＜関連計画＞ 

 

・多古町都市計画マスタープラン 

・多古町地域福祉計画 

・   

など 

＜上位計画＞ 

多古町総合計画 

連携 
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２．地域公共交通を取り巻く現状 

２-１ 多古町の地域特性 

２-１-１ 人口動態 

１） 人口推移 

本町の人口は、令和 5 年 4 月 1 日現在で約 13,700 人となっています。５年前の平成

30 年に比べて、約 1,200 人減少しています。 

本町の世帯数は、令和 5 年 4 月 1 日現在で約 6,000 世帯となっています。５年前の平成

30 年に比べて、８０世帯増加しており、令和 5 年の 1 世帯当たり人口は 2.3 人となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 4月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 4月 1日現在）  

図 人口の推移 

図 世帯数及び 1 世帯当たり人口の推移 
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２） 人口推計 

令和 2 年国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所による人口推計では、本町の人口

は、令和 2 年の約 13,600 人（※）から令和 27 年には約 7,500 人にまで減少することが

見込まれています。※データ出典が異なるため、前頁の人口推移と数値が異なります。 

15 歳未満の年少人口割合は、令和 2 年の 9.1％から令和 27 年の 6.9％に減少、15 歳

以上 65 歳未満の生産年齢人口割合は、53.5％から 42.9％にまで減少、65 歳以上の老年

人口割合は、37.4％から 50.2％に増加する見込となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口の推計（目標人口） 

 

表 人口の推計（目標人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 2年国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 

（各年 10月 1日現在）  
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15歳未満（人） 1,242 1,050 875 733 624 521

15歳以上65歳未満（人） 7,279 6,154 5,345 4,601 3,842 3,227

65歳以上（人） 5,097 4,958 4,737 4,446 4,160 3,771

65歳以上75歳未満（人） 2,420 2,199 1,870 1,612 1,526 1,385

75歳以上（人） 2,677 2,759 2,867 2,834 2,634 2,386
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15歳未満割合 9.1% 8.6% 8.0% 7.5% 7.2% 6.9%

15歳以上65歳未満割合 53.5% 50.6% 48.8% 47.0% 44.5% 42.9%

65歳以上割合 37.4% 40.8% 43.2% 45.5% 48.2% 50.2%

65歳以上75歳未満割合 17.8% 18.1% 17.1% 16.5% 17.7% 18.4%

75歳以上割合 19.7% 22.7% 26.2% 29.0% 30.5% 31.7%
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３） 年齢別人口 

令和 5 年 4 月 1 日現在の年齢別人口を見ると 60 歳代と 70 歳代がそれぞれ約 2,200 人

と多くなっています。60 歳以上の人口は、全人口の 46.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県（令和 5年 4月 1日現在） 

 

４） 地区別人口及び世帯数 

令和 5 年 4 月 1 日現在の地区別人口を見ると、多古地区が約 6,600 人と最も多く、次い

で、久賀地区が約 3,300 人となっています。 

人口の増減率をみると、常磐地区における減少が大きく、令和元年から令和 5 年にかけて

約 1 割減少しています。その他の地区でも同様に減少していますが、減少率は５％程度とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 4月 1日現在） 

図 年齢別人口 

表 地区別人口及び世帯数 

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

増減率

(令和元年-

令和5年）
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1世帯当たり人口 2.4 2.3 2.3 2.3 2.2 -9.8%

人口 1,777 1,729 1,680 1,640 1,600 -10.0%

世帯数 722 721 715 717 701 -2.9%

1世帯当たり人口 2.5 2.4 2.3 2.3 2.3 -7.3%

人口 14,655 14,519 14,300 13,941 13,703 -6.5%

世帯数 5,925 6,036 6,074 5,987 5,982 1.0%

1世帯当たり人口 2.5 2.4 2.4 2.3 2.3 -7.4%

多古地区

久賀地区

中地区

常磐地区

合計

727

935
1,072

1,253

1,539

1,821

2,169
2,208

1,979

5.3%
6.8%

7.8%
9.1%

11.2%

13.3%

15.8% 16.1%
14.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

1,000

2,000

3,000

0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

人口 人口割合（人）



 

5 

 

５） 人口分布 

人口分布をみると、多古町中心部に最も集中しており、その他には南中、船越、南玉造、

飯笹、大高、大門に人口集積が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（令和 2年） 

  

図 人口分布（令和 2 年度） 
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２-１-２ 人の動き 

１） 通勤目的の人の動き 

町内に通勤している人が最も多く 3,960 人となっています。 

町外への通勤をみると、成田市（1,356 人）、香取市（349 人）、芝山町（287 人）が

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤目的における人の動き 

資料：国勢調査（令和 2年） 
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２） 通学目的の人の動き 

町内に通学している人が最も多く 133 人となっています。 

町外への通学をみると、匝瑳市（58 人）、千葉市（34 人）が多くなっています。 

その他、東京方面へ通学している人も一部みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学目的における人の動き 

資料：国勢調査（令和 2年） 
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２-１-３ 主要施設の立地状況 

生活関連施設の多くは、多古地区に立地しており、生活の中心になっていることが分かり

ます。 

地区別にみると、常磐地区には商業施設・医療施設・教育施設が立地していないことが分

かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設等の立地状況 
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図 施設等の立地状況（中心部拡大図） 
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２-１-４ 自動車利用状況 

自家用車の保有台数は、令和 5 年 3 月末現在で約 9,100 台となっています。5 年前の平

成 30 年に比べて、約 500 台減少しています。 

1 世帯当たりの自家用車保有台数は、令和 5 年 3 月末現在で約 1.5 台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関東運輸局統計情報 

各年３月末現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関東運輸局統計情報 

各年３月末現在 
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高齢者ドライバーは増加傾向にあり、町内の運転免許保有者数のうち高齢者ドライバーが

占める割合も増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多古町および千葉県警察 

 

 

香取警察署管内の免許返納件数は、令和元年をピークに減少傾向にあるものの年間 300

～400 人が運転免許を返納している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：多古町および千葉県警察 
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２-１-５ 観光来訪者 

観光入込客数は、令和 3 年時点では、約 96 万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県観光入込調査報告書 

各年 12月末現在 

 

令和 3 年の施設別観光入込客数をみると、「道の駅多古（70 万人）」が特に多くなって

います。その他、「多古カントリークラブ」「ふるさと多古町あじさい祭り」「東京国際空

港ゴルフ俱楽部」にも一定程度の来場がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県観光入込調査報告書 

 

  

614

1,000 994

862

963

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

（千人）

700,000

50,000

50,000

50,000

40,000

0 200,000 400,000 600,000 800,000

道の駅多古

多古カントリークラブ

ふるさと多古町あじさい祭り

  国際空港ゴルフ倶楽部

ダイナミックゴルフ成田

(人/年)

図 多古町の観光入込客数の推移 

図 施設別観光入込客数 
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２-２ 地域公共交通の現状 

２-２-１ 多古町の地域公共交通ネットワーク 

町内は、高速バス、空港シャトルバス、路線バス、デマンドタクシー、一般タクシーが運

行しており、地域の皆さんの移動を支えています。 

これらの公共交通サービスの他、町内スーパー2 店舗による「移動スーパー」や福祉タク

シー、スクールバスなど、地域の暮らしを支えるサービスが展開されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 多古町の地域公共交通ネットワーク 
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表 多古町の地域公共交通（令和 5 年 12 月時点） 

交通モード 実施主体 運行エリア 
運行本数 

（平日上下便数） 

路線
バス 

多古本線 

<地域間幹線系統> 

ジェイアール

バス関東㈱ 

A：成田駅～八日市場駅

（全区間） 

B：多古台 BT～八日市

場駅 

C：成田駅～多古台 BT 

成田→多古 7 本 

多古→成田 7 本 

八日市場→多古 8 本 

多古→八日市場 7 本 

桜田線 

<廃止代替路線> 
千葉交通㈱ 多古車庫～大栄支所 上下各 5 本 

栗源線 

<地域間幹線系統> 

ジェイアール

バス関東㈱ 
多古台 BT～佐原 上下各 6 本 

栗源～成田空港線 

<廃止代替路線> 
千葉交通㈱ 

農園リゾートザファーム

～成田空港第 2 ターミナ

ル 

上下各 5 本 

（早朝夜間はジェイフ

ィルム発着） 

空港シャトルバス 

多古町 

（千葉交通㈱

が運行） 

道の駅多古～成田空港第

2 ターミナルビル 

上下各 20 本 

（早朝夜間の一部は多

古町役場前発着） 

高速
バス 

高速バス 

（多古・東京線） 
千葉交通㈱ 東京駅～多古台 BT 

多古方面 3 本 

東京方面 5 本 

デマ
ンド
交通 

デマンドタクシー 

多古町 

（多古タクシ

ー㈲が運行） 

町内全域 

（自宅～公共的施設） 
7:30～17:30 

 
※多古台 BT：多古台バスターミナル 

○地域間幹線系統とは・・・ 

複数市町村をまたいで運行される広域バス路線で、運行回数や輸送量など一定の条件を満

たし、国の補助を受けて運行される路線 

 

○廃止代替路線とは・・・ 

一般乗合バス路線廃止に伴い、廃止後もそのバス路線を確保し、日常生活に必要な移動手

段を維持するため、市町村がバス事業者に運行を依頼して運行される路線 
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94,954 98,640

59,573
70,795

93,529

260.1 271.0

163.2

194.0

256.2

0

50

100

150

200

250

300

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

利用者数 1日当たりの利用者数

(人)

  

２-２-２ 空港シャトルバス 

１） 年間利用者数 

利用者数の推移をみると、新型コロナウイルスの影響により令和 2 年度に利用が落ち込ん

でいるものの、令和 3 年度から回復傾向にあり、令和 4 年度は約 9 万人（1 日あたり約

256 人）が利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 空港シャトルバス利用者数の推移 

資料：多古町 
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２） 時間帯別利用者数（令和 4 年度） 

時間帯別の利用状況をみると、午前中は多古町から成田空港への利用が多く、15 時以降

は成田空港から多古町への利用が増加する傾向にあります。 

12 時～15 時は他の時間帯に比べて、利用が少ない傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12時 

2,529

378

5,299

631

4,828

4,934

3,813

1,179

4,066

1,214

3,327

1,214

3,154

1,189

2,046

1,330

1,706

1,708

1,647

1,997

1,722

1,968

1,365

4,227

1,882

2,766

1,791

3,437

2,687

5,155

1,120

2,811

1,562

3,636

2,057

2,360

289

2,431

77

1,997

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

19号

20号

21号

22号

23号

24号

25号

26号

27号

28号

29号

30号

31号

32号

33号

34号

35号

36号

37号

38号

39号

40号

(人)

９時 

図 便別空港シャトルバス利用状況 

資料：多古町 

15時 

18時 

21時 

6時 

多古町発の便 

成田空港発の便 
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３） 収支状況 

 

 

 

 

  

表 空港シャトルバス収支状況 

町負担額（円） 利用者数（人）
利用者1人当たりの

町負担額（円）

平成30年度 15,956,653 94,954 168

令和元年度 17,486,273 98,640 177

令和2年度 27,295,173 59,573 458

令和3年度 23,438,837 70,795 331

令和4年度 18,248,532 93,529 195

資料：多古町 

※町負担額：運行にかかる経費から運賃収入等を差し引いた金額 
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２-２-３ 路線バス 

１） 利用者の推移 

町内を経由するバス路線全体の利用者数の推移をみると、ほぼ横ばいに推移をしてお

り、年間利用者数は約 44 万人となっています。 

事業者別の利用者数をみると、いずれも新型コロナウイルス感染症の影響により、令和

2 年度から数値が落ち込んでいますが、令和 4 年度は回復傾向が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：路線バス事業者 

 

 

   

図 路線バス利用者数の推移 

（単位：人） 
表 路線バス利用者数の推移 

ジェイアールバス関東 千葉交通 

資料：路線バス事業者 

平成

30年度

令和

元年度

令和

2年度

令和

3年度

令和

4年度

増減率

(R4/H30)

多古本線 413,900 422,000 318,700 324,800 371,600 -10.2%

栗源線 56,300 38,800 25,800 43,600 52,400 -6.9%

桜田線 9,711 10,633 7,124 6,796 7,929 -18.4%

栗源～成田空港線 10,842 14,257 8,465 10,006 11,524 6.3%

490,753 485,690 360,089 385,202 443,453 -9.6%

  交通

ジェイアール

バス関 

路線名

合計

470,200 460,800

344,500
368,400

424,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

(人)

20,553

24,890

15,589
16,802

19,453

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

(人)
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２） 収支状況 

 

 

 

  

表 廃止代替路線町負担額の推移 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

町負担額（円） 4,578,000 4,625,000 4,706,000 5,547,000 6,925,000

利用者数（人） 9,711 10,633 7,124 6,796 7,929

利用者1人当たりの

町負担額（円）
471 435 661 816 873

町負担額（円） 993,000 1,089,000 809,000 991,000 1,304,000

利用者数（人） 10,842 14,257 8,465 10,006 11,524

利用者1人当たりの

町負担額（円）
92 76 96 99 113

町負担額（円） 5,571,000 5,714,000 5,515,000 6,538,000 8,229,000

利用者数（人） 20,553 24,890 15,589 16,802 19,453

利用者1人当たりの

町負担額（円）
271 230 354 389 423

桜田線

栗源～成田空港線

合計

※ジェイアールバス関東の路線は国・県補助で運行 

資料：多古町 ※町負担額：町が運行事業者へ補助した金額（千円未満四捨五入） 

      関係市町と運行距離に応じて按分して負担しています。 
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２-２-４ デマンドタクシー 

１） 利用者の推移 

利用者の推移をみると、平成 30 年度から増加傾向にあります。令和４年度時点では、

9,262 人/年となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 収支状況 

 

 

 

  

図 デマンドタクシー利用者数の推移 

資料：多古町 

 

1,160 2,018
3,004

6,121

9,262

9.9
11.6

15.2

22.5

31.3

0

10

20

30

40

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

利用者数 1日当たりの利用者数

(人/日)(人)

表 デマンドタクシー収支状況 

町負担額（円） 利用者数（人）
利用者1人当たりの

町負担額（円）

平成30年度 1,469,104 1,160 1,266

令和元年度 3,036,455 2,018 1,505

令和2年度 3,912,345 3,004 1,302

令和3年度 8,061,632 6,121 1,317

令和4年度 17,713,700 9,262 1,913

※町負担額：運行にかかる経費から運賃収入等を差し引いた金額 

資料：多古町 
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２-２-５ 一般タクシー 

１） 利用状況 

多古町内一般タクシー年度別輸送人員の推移をみると、新型コロナウイルス感染症の影

響で令和 2 年度に落ち込みが見られていますが、その後回復傾向にあり、令和 4 年度時

点では 15,229 人の利用があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 多古町内の一般タクシー利用者数 

資料：千葉県タクシー協会  

 

17,428

15,054

7,890
9,035

15,229

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

(人)
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２-３ 地域公共交通におけるニーズ等の整理 

２-３-１ 町民アンケート調査 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 

○外出目的別（買物、通院、その他）に住民の移動実態やニーズ

を把握する。 

○現行の公共交通と照らし合わせてニーズとのズレや問題点を整

理し、公共交通の再編に向けた改善策の検討に活用する。 

調査方法 郵送配布・郵送回収（QR コードを活用した WEB 回収含む） 

調査対象 15 歳以上の町民 2,000 人 

調査時期 令和５年 7 月下旬 

配布数・回収数 2000 枚・766 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

＜回答者の属性＞ 

・性別では、「女性」が約 6 割、「男性」が約 4 割 

・年齢では、「70 代」と「60 代」が約 2 割 

・世帯人数では、「3 人以上」が約 6 割、「2 人」が約 3 割 

・運転免許の有無では、「持っている」が約 8 割、「持っていない」が約 1 割 

・免許返納の意向では、「今後 10 年以上は返納しない」が約 3 割、「返納は考えていない」

が約 2 割 

・自由に使える車両の有無では、「自動車」が約 8 割、「自転車」が約 2 割 

・交通系 IC カードの所持では、「持っている」が約 5 割、「持っていない」が約 4 割 

→分析にあたって若年層からの回答が比較的少ない点には留意が必要である。 

→回答者の約３割が免許返納意向を持っており、そのうちの半数は「移動が不便になるため返

納できない」としている。 

図 免許返納の意向 

5年以内に返納

する予定である
4.5%

5～10年以内に

返納する予定

である
11.1%

今後10年以上は

返納しない
32.0%返納は考えて

いない
21.9%

移動が不便になるため、

返納できない
14.6%

分からない
15.4%

無回答
0.5%

回答者数：584

図 年齢 

10代
2.3%

20代
4.2%

30代
7.0%

40代
8.5%

50代
14.8%

60代
21.0%

70代
23.6%

80代以

上
17.6%

無回答
0.9%

回答者数：766

図 運転免許の有無 

持っている
76.2%

持って

いない
14.9%

その他（免許

失効中など）
0.4%

無回答
8.5%

回答者数：766
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＜通院について＞ 

・通院の回数では、「年に数回」が約 4 割、「月に数回」が約 3 割 

・普段の通院でよく利用する病院では、「多古中央病院」が約 4 割、「前田医院」が約 1 割 

・通院に出かけるときの交通手段では、「自家用車（自分で運転）」が約 8 割、「自家用車

（家族・知人等による送迎）」が約 2 割 

→自家用車（自分で運転・知人の送迎）を利用して、町内で通院を済ませている傾向が高い

が、町外への通院も一定程度みられる。 

 

＜日常的な買い物について＞ 

・買い物に出かける回数では、「週に 1～2 回」が約 4 割、「週に 3～4 回」が約 3 割 

・普段の買い物でよく利用する店舗では、「セイミヤ多古店」が約 5 割、「カスミ多古店」が

約 3 割 

・買い物に出かけるときの交通手段では、「自家用車（自分で運転）」が約 8 割、「自家用車

（家族・知人等による送迎）」が約 2 割 

→自家用車（自分で運転・知人の送迎）を利用して、町内で買物を済ませている傾向が高い。 

図 普段の買い物で 

よく利用する店舗（複数回答） 

54.0%

32.6%

20.5%

12.5%

2.7%

1.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セイミヤ多古店

カスミ多古店

町外のお店

その他の町内のお店

池田屋ストア

県外

無回答

回答者数：711

回答数：887

図 普段の通院で 

よく利用する病院（複数回答） 

44.3%
13.9%
12.7%

10.9%
8.1%
7.6%
6.5%
5.1%
4.2%
3.2%
1.9%
0.9%
3.2%

44.4%
1.6%
0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多古中央病院

前田医院

平山眼科医院

さとうメディカルオフィス

大木内科医院

石橋内科医院

箱崎整形外科医院

佐藤歯科医院

平山歯科医院

多古歯科クリニック

上人塚クリニック

江波戸歯科医院

その他の町内の病院

町外の病院

県外の病院

無回答

回答者数：557

回答数：960

図 通院に出かけるときの 

交通手段（複数回答） 

76.5%

22.8%

2.8%

2.6%

1.9%

1.4%

0.9%

0.9%

0.9%

0.7%

0.5%

1.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人等による送迎）

徒歩

デマンドタクシー

自転車

タクシー

原付・バイク

路線バス

鉄道

施設等の送迎バス

多古-成田空港シャトルバス

循環バス

その他

無回答

回答者数：567

回答数：644

図 通院の回数 

週に５回以上
0.3%

週に３～４回
1.0%

週に１～２回
3.1%

月に数回
33.2%

年に数回
36.4%

通院していない
23.6%

無回答
2.3%

回答者数：766

図 買い物に出かけるときの 

交通手段（複数回答） 

82.4%

20.1%

4.6%

3.4%

2.3%

1.8%

1.7%

1.3%

1.0%

0.6%

0.3%

0.1%

1.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人等による送迎）

徒歩

自転車

鉄道

デマンドタクシー

原付・バイク

多古-成田空港シャトルバス

路線バス

タクシー

循環バス

施設等の送迎バス

その他

無回答

回答者数：711

回答数：859

図 買い物に出かける回数 

週に５回

以上
10.7%

週に３～４回
27.2%

週に１～２回
44.6%

月に数回
9.0%

年に数回
1.3%

自分で買い物

に出かけない
6.0%

無回答
1.2%

回答者数：766



 

24 

 

  
＜通勤通学について＞ 

・通勤・通学の回数では、「週に 5 回以上」と「通勤・通学していない」が約 3 割 

・通勤先では、「県内」が約 6 割、「町内」が約 4 割 

・通学先では、「町内」が約 6 割、「県内」が約 4 割 

・通勤・通学の交通手段では、「自家用車（自分で運転）」が約 8 割、「自家用車（家族・知

人等による送迎）」が約 1 割 

→自家用車（自分で運転）を利用して、町内外へ通勤通学する傾向が高い。 

図 通学先 

町内
57.4%

県内
36.2%

県外
6.4%

n=47

※無回答を除く 

回答者数 47 

図 通勤先 

町内
35.5%

県内
60.2%

県外
4.2%

n=332

※無回答を除く 

回答者数 332 

79.7%

7.0%

6.5%

4.5%

2.8%

2.5%

2.0%

1.1%

0.6%

0.3%

0.6%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人等による送迎）

徒歩

鉄道

多古-成田空港シャトルバス

自転車

路線バス

原付・バイク

循環バス

施設等の送迎バス

デマンドタクシー

タクシー

その他

無回答
n=355
MA=406

図 通勤・通学の交通手段（複数回答） 

回答者数 355 

回答数 406 

図 通勤・通学の回数 

週に５回以上
30.4%

週に３～４回
11.4%

週に１～２回
2.6%

月に数回
1.4%

年に数回
0.5%

通勤・通学して

いない
27.5%

無回答
26.1%

回答者数：766
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＜町内の公共交通の利用について＞ 

・過去 30 日以内での町内を運行する路線バスの利用有無では、「利用したことがない（ほと

んど利用したことがない）」が約 9 割、「以前は利用していたが、最近は利用していない」

が約 1 割 

・町内を運行する路線バスの利用頻度では、「年に数回」が約 6 割、「月に数回」が約 1 割 

・過去 30 日以内での空港シャトルバスの利用有無では、「利用したことがない（ほとんど利

用したことがない）」が約 7 割、「以前は利用していたが、最近は利用していない」が約 2

割 

・空港シャトルバス利用時のバス停までの交通手段では、「自動車（自分で運転）」が約 4

割、「自動車（家族等による送迎）」が約 3 割 

→町民の約７～９割が路線バス・空港シャトルバスを利用したことがなく、公共交通利用が浸

透していない。 

→空港シャトルバスにおいては、自家用車との乗継利用があり、自家用車と公共交通が共存し

ている状況である。 

図 空港シャトルバス 
利用時のバス停までの交通手段 

徒歩
25.9%

自転車
1.1%

自動車（家族等に

よる送迎）
29.7%

自動車（自分で

運転）
39.5%

その他
0.5%

無回答
3.2%

n=185回答者数 185 

図 過去 30 日以内での 
空港シャトルバスの利用有無 

利用した
9.0%

以前は利用して

いたが、最近は

利用していない
15.1%

利用したことがない（ほとんど利用

したことがない）
70.2%

無回答
5.6%

n=766回答者数 766 

図 過去 30 日以内での町内を 
運行する路線バスの利用有無 

利用した
1.8% 以前は利用してい

たが、最近は利用

していない
7.2%

利用したことがない（ほとんど

利用したことがない）
86.2%

無回答
4.8%

n=766回答者数 766 
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＜公共交通等に対する意見＞ 

・町内の公共交通に対する満足度では、「どちらとも言えない」が約 5 割、「やや満足」と

「不満」が約 1 割 

・空港シャトルバスについて満足している点では、「運賃が安い」と「バス停まで行きやす

い」が約 2 割 

・デマンドタクシーについて満足している点では、「自宅前から乗車できる」が約 1 割 

・空港シャトルバスについての不満点では、「バス停までの移動が大変」が 2 割、「日中の便

が少ない」が約 1 割 

・デマンドタクシーについての不満点では、「利用対象者を拡げてほしい」が約 1 割 

・公共交通利用の変化（見込み）についてでは、「現在、公共交通を利用しておらず、改善後

も利用しないと思う」と「現在、公共交通を利用していないが、改善後は使うようになると

思う」が約 3 割 

・公共交通に必要な改善点では、「運転免許返納者を対象にした運賃割引」と「利用したいと

きにいつでも利用できる公共交通サービス」が約 3 割 

→公共交通に満足している割合、不満を感じている割合が同程度となっており、本計画に位置

づける取り組みの推進によって、満足度を高めていく必要がある。 

→回答者の約３割が公共交通に関する改善がなされた場合に、「公共交通の利用が増える」と

回答しており、公共交通利用環境の改善を行い、利用促進を図る必要がある。 

図 公共交通利用の変化（見込み）について 

現在、公共交通を利用して

おらず、

改善後も利用しないと思う
31.2%

現在、公共交通を利用していな

いが、

改善後は使うようになると思う
25.1%

現在、公共交通を利用して

おり、改善後も利用頻度は

変わらないと思う
3.7%

現在、公共交通を利用

しており、

改善後は利用が増える

と思う
5.0%

分からない
17.5%

無回答
17.6%

n=766回答者数 766 

図 町内の公共交通に対する満足度 

満足
5.5%

やや満足
9.5%

どちらとも

言えない
47.8%

やや不満
7.0%

不満
9.5%

無回答
20.6%

n=766回答者数 766 
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16.2%

10.3%

7.7%

6.4%

5.9%

5.7%

4.4%

3.9%

3.0%

2.0%

0.8%

0.7%

0.7%

9.9%

52.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス停までの移動が大変

日中の便が少ない

鉄道のダイヤと合わない

夜の便が少ない

朝の便が少ない

目的地までのバスがない

運行情報を調べにくい

運行終了時間が早い

運賃が高い

バス停にベンチや上屋がない

運行開始時間が遅い

時間通りにバスがこない

車両の乗降がしにくい

その他

無回答

n=766
MA=996

図 空港シャトルバスについての不満点（複数回答） 

回答者数 766 
回答数 996 

13.6%

3.9%

2.5%

2.2%

2.2%

2.0%

1.4%

0.9%

0.9%

0.8%

0.1%

13.2%

67.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用対象者を拡げてほしい

運賃が高い

運行終了時間が早い

希望の時間に予約できない

予約してすぐに使えない

当日Web予約ができない

目的地に予約専用電話がない

時間通りにタクシーがこない

予約受付時間が短い

運行開始時間が遅い

車両の乗降がしにくい

その他

無回答

n=766

MA=851

図 デマンドタクシーについての不満点（複数回答） 

回答者数 766 
回答数 851 
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・乗り継ぎ利用で重視することでは、「乗り継ぎ地点での待ち時間が短いこと」が約5 割、

「運賃が高くならないこと」が約 4 割 

・公共交通に対する町の財政負担についてでは、「公共交通サービスが充実するのであれば、

多少の財政負担の増加は仕方がない」と「分からない」が約 3 割 

・町中心部内の移動状況についてでは、「自家用車（自分で運転）」が約 7 割、「自家用車

（家族等の送迎）」が約 2 割 

・1 回の外出で立ち寄る施設数では、「2～4 施設」が約 5 割、「1 施設」が約 2 割 

・町中心部を便利に移動できるサービスの利用意向では、「利用しないと思う」が約 3 割、

「たまに利用したい」が約 2 割 

→公共交通に対する財政負担を増やしてでもサービス充実をしたほうが良いと考える傾向が比

較的高く、公共交通サービスの充実が望まれていると考えられる。 

図 町中心部内を訪れた際 
1 回の外出で立ち寄る施設数 

１施設
23.2%

２～４施設
54.2%

５～10

施設
0.3%

無回答
22.3%

n=766回答者数 766 

図 町中心部内の移動状況について（複数回答） 

71.0%

17.8%

6.5%

3.3%

1.7%

1.0%

0.5%

0.4%

0.4%

0.3%

0.3%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等の送迎）

徒歩

自転車

デマンドタクシー

バイク・原付

その他

路線バス

多古-成田空港シャトルバス

タクシー

施設等の送迎バス

無回答
n=766
MA=855
回答者数 766 
回答数 855 

図 公共交通に対する町の財政負担について 

公共交通サービ

スが充実するの

であれば、多少

の財政負担の増

加は仕方がない

33.6%

財政負担・交通サー

ビス水準ともに現状

のままでよい
12.4%

公共交通サービスを

縮小して、財政負担を

減少した方がよい
5.0%

分からない

30.2%

無回答

18.9%

n=766回答者数 766 

図 乗り継ぎ利用で重視すること（複数回答） 

52.2%

41.6%

38.1%

32.1%

15.7%

14.6%

9.7%

7.8%

18.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗り継ぎ地点での待ち時間が短いこと

運賃が高くならないこと

早く目的地に到着できること

案内（時刻表・路線図等）が充実しており、

自分が乗り継ぐ公共交通が分かりやすいこと

スマホアプリやWEB上で、乗り継ぎ経路の

検索がしやすいこと

乗り継ぎ地点にベンチや上屋があり、

快適に待てること

乗り継ぎ地点の周辺に飲食店やコンビニ

等があること

乗り降りしやすい車両であること

無回答 n=766
MA=1764
回答者数 766 
回答数 1,764 
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２-３-２ 空港シャトルバス利用者アンケート調査 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 
〇町民の移動実態、現行公共交通に対する町民の意向を把握する

ためアンケート調査を実施する。 

調査方法 
調査票配布（QR コード記載）、郵送回収（QR コードを活用した

WEB 回収を含む） 

調査対象 空港シャトルバス利用者 

調査時期 令和５年 7 月 18 日～７月２５日 

配布数・回収数 229 枚・88 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜回答者の属性＞ 

・性別では、「女性」が約 6 割、「男性」約が 4 割 

・年齢では、「10 歳代」が約 2 割、「30 歳代」と「40 歳代」が約 1 割 

・職業では、「会社員・公務員（空港勤務以外）」が約 3 割、「高校生」が約 1 割 

・日常生活での自動車の運転についてでは、「免許を持っており、運転している」が約 4

割、「もともと免許を持っていない」が約 3 割 

10歳代
23.9%

20歳代
6.8%

30歳代
13.6%40歳代

13.6%

50歳代
12.5%

60～64歳代
9.1%

65～69歳代
5.7%

70～74歳代
6.8%

75歳以上
5.7%

無回答
2.3%

n=88

図 年齢 

回答者数 88 

免許を持っており、

運転している
39.8%

免許は持っているが、

ほとんど運転しない
23.9%

免許を返納

している
2.3%

もともと免許を

持っていない
31.8%

無回答
2.3%

n=88

図 日常生活での自動車の運転について 

回答者数 88 
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＜空港シャトルバスの利用状況＞ 

・バスを利用した目的では、「通勤」が約 4 割、「通学」が約 3 割 

・お出かけの最終的な目的地では、「町外」が約 8 割、「多古町内」が約 2 割 

・乗車前の交通手段では、「徒歩」が約 4 割、「自動車（自分の運転）」が約 3 割 

・降車後の交通手段では、「徒歩」が約 4 割、「鉄道」が約 4 割 

・利用状況では、「往復」が約 8 割、「帰りのみ」が約 1 割 

・空港シャトルバスがなかった場合の移動可否では、「移動できなかった」が約 5 割、「移

動できた」が約 4 割 

・バスロケーションシステム BusGo！の利用の有無では、「知らなかった」が約 4 割、「知

っているが使ったことはない」が約 3 割 

図 空港シャトルバスがなかった 

場合の移動可否 

移動できた
44.3%移動できな

かった
51.1%

無回答
4.5%

n=88
回答者数 88 

行きのみ
2.3%

帰りのみ
8.0%

往復
84.1%

無回答
5.7%

n=88

図 利用状況 

回答者数 88 

図 利用した目的 
（複数回答） 

42.0%

25.0%

17.0%

14.8%

12.5%

11.4%

9.1%

3.4%

2.3%

1.1%

13.6%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買い物

観光・レジャー

目的地からの帰り

通院

飲食

業務

地域の集まりなど

家族等の送迎

その他

無回答
n=88

MA=138

回答者数 88 

回答数 138 

図 乗車前の交通手段（複数回答） 
（多古町側での交通手段） 

36.0%

32.0%

32.0%

12.0%

8.0%

6.0%

4.0%

4.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自動車（自分の運転）

自動車（家族等の送迎）

路線バス

高速バス

鉄道

自転車

原付・バイク

タクシー

デマンドタクシー

その他

回答者数 50 

回答数 70 

図 降車後の交通手段（複数回答） 
（成田空港側での交通手段） 

44.1%

39.0%

13.6%

11.9%

11.9%

8.5%

3.4%

1.7%

1.7%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

鉄道

自動車（家族等の送迎）

自動車（自分の運転）

路線バス

高速バス

自転車

原付・バイク

タクシー

飛行機

その他
回答者数 59 

回答数 83 
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＜空港シャトルバスの評価＞ 

・運行内容について満足されている項目としては、「バス停の位置」が最も高く、次に「運

賃」が続いている。 

・運行内容についての改善点では、「全体的な増便」「特に 18 時台～22 時台の増便」がそ

れぞれ約 4 割を占めている。 

39

66

111

29

72

12

87

11

0 50 100 150

運行本数

運行時間帯

バス停の位置

停留所数

所要時間

待合環境

運賃

乗り継ぎの

待ち時間

(ポイント)

図 運行内容に対して満足している点 

42.0%

2.3%

22.7%

13.6%

37.5%

5.7%

14.8%

10.2%

1.1%

5.7%

1.1%

2.3%

2.3%

6.8%

3.4%

6.8%

3.4%

4.5%

6.8%

8.0%

2.3%

8.0%

1.1%

10.2%

1.1%

12.5%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体的な増便

全体的な減便

特に６時台～９時台の増便

特に10時台～17時台の増便

特に18時台～22時台の増便

始発便の繰り上げ

最終便の繰り下げ

バス停の増設

バス停の廃止

もっと早くしてほしい

もっと余裕をもってほしい

待合室の設置

ベンチの設置

上屋の設置

寄りかかり柵の設置

沿道施設との連携（コンビニ等）

風除けの設置

バス停の清掃

運行情報モニタの設置

運賃値下げ

乗り継ぎ割引の導入

高齢者割引の導入

短距離利用時の運賃割引

乗り継ぎ時間の短縮

乗り継ぎ時間の拡大

遅延時の接続待ちの連携

無回答 n=88
MA=217

図 運行内容についての改善点（複数回答） 

回答者数 88 
回答数 217 
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２-３-３ デマンドタクシー利用登録者アンケート調査 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 

○デマンドタクシー利用登録者を対象に実施し、郵送配布・郵送

回収（QR コードを活用した WEB 回収含む）とする。利用実態

や改善要望を把握する。 

○登録者を対象とすることで、現在“利用していない登録者”の

要望や利用しない理由を把握し、見直し検討に活用する。 

 

調査方法 郵送配布・郵送回収（QR コードを活用した WEB 回収含む） 

調査対象 多古町デマンドタクシーの利用登録者 

調査時期 令和５年 8 月 10 日～８月 22 日 

配布数・回収数 588 枚・218 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

  

＜回答者の属性＞ 

・性別では、「女性」が約 7 割、「男性」が約３割 

・年齢では、「75 歳以上」が約８割、「70～74 歳」が約 1 割 

・家族や友人等による自動車での送迎有無では、「外出時は毎回、送迎してもらっている」が約

3 割、「時々、送迎してもらっている」が約３割 

30歳代
0.5%

40歳代
1.4% 50歳代

1.4%

60～64歳
5.0%

65～69歳
5.0%

70～74歳
5.5%

75歳以上
76.6%

無回答
4.6%

n=218

図 年齢 

回答者数 218 

外出時は毎回、

送迎してもらって

いる
33.9%

時々、送迎して

もらっている
30.3%

送迎してもらうことは

ほとんどない
28.9%

無回答
6.9%

n=218

図 家族や友人等による自動車での送迎有無 

回答者数 218 
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＜デマンドタクシーの利用状況＞ 

・利用頻度では、「月に数回程度」が約 3 割、「利用しない」が約３割 

・利用目的では、「通院」が約８割、「買い物」が約５割 

・複数の施設を利用する際のデマンドタクシーの利用意向では、「現在も利用している」が約４

割、「現在は利用していないが、利用したいと思っている」が約３割 

＜デマンドタクシーの必要性＞ 

・導入前と比較したときの外出頻度の変化では、「少し増えた」が約５割、「とても増えた」が

約２割 

・デマンドタクシーがない場合の外出頻度の変化では、「現在の半分程度になる」が約４割、

「変わらない」が約３割 

・デマンドタクシーがない場合の他の移動手段の有無では、「移動手段がある」が約８割、「移

動手段はない」が約２割 

変わらない
28.4%

現在の半分程度

になる
35.2%

ほとんど外出

しなくなる
26.1%

全く外出し

なくなる
9.1%

無回答
1.1%

n=88

図 デマンドタクシーがない 

場合の外出頻度の変化 

回答者数 88 

とても

増えた
17.0%

少し増えた
50.0%

少し

減った
13.6%

とても

減った
5.7%

無回答
13.6%

n=88

図 導入前と比較したときの 

外出頻度の変化 

回答者数 88 

図 利用目的 

（複数回答） 

76.1%

48.9%

26.1%

21.6%

14.8%

8.0%

6.8%

3.4%

1.1%

10.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

町役場

銀行

郵便局

文化ホールでのイベント

地域の集まりなど

飲食

デイサービス

その他

無回答
n=88
MA=192

回答者数 88 

回答数 192 

現在も利用

している
38.6%

現在は利用していないが、

利用したいと思っている
33.0%

利用したいと

思わない
9.1%

無回答
19.3%

n=88

図 複数の施設を利用する際の 

デマンドタクシーの利用意向 

回答者数 218 

ほぼ毎日
0.5%

週に数回

程度
9.6%

月に数回

程度
30.3%

年に数回

程度
22.5%

利用しない
27.1%

無回答
10.1%

n=218

図 利用頻度 

回答者数 218 
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＜デマンドタクシーの評価＞ 

・運行内容について満足している項目としては、「運賃」が最も高く、次に「待ち時間」が続

いている。 

・運行内容について不満に思う項目としては、「待ち時間」が最も高く、次に「運行時間帯」

が続いている。 

・改善点では、「町外の一部の指定施設まで利用できるようにする」が約 5 割、「日曜日の運

行」が約 4 割 

・利用しない理由では、「町外まで移動したいから」が約 3 割、「日曜日の運行が無いから」

と「予約方法がわかりにくいから」が約 1 割 

デマンドタクシーについて不満に思う項目 

図 デマンドタクシーの改善点（複数回答） 

46.6%

43.2%

22.7%

27.3%

9.1%

2.3%

1.1%

4.5%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町外の一部の指定施設まで

利用できるようにする

日曜日の運行

予約がいっぱいで利用できな

いことがある

運行終了時間を延長する

運行開始時間を早める

予約方法をわかりやすくする

予約締切時間の短縮

予約受付開始日を早める

その他

無回答 n=88
MA=160
回答者数 88 

回答数 160 

図 デマンドタクシーを利用しない理由（複数回答） 

27.8%

9.3%

9.3%

8.3%

7.4%

5.6%

2.8%

2.8%

43.5%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町外まで移動したいから

日曜日の運行がないから

予約方法がわかりにくいから

予約締切時間が１時間前で利用しづらいから

予約がいっぱいで利用しづらいから

運行終了時間が早いから

運行開始時間が遅いから

予約受付開始日が６日前だと遅いから

その他

無回答
n=108
MA=153
回答者数 108 

回答数 153 
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２-３-４ 高校生アンケート調査（千葉県立多古高等学校） 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 

○町内の高校に通学する高校生を対象にしたアンケート調査を実

施する。 

○千葉県立多古高等学校に協力を依頼し、ホームルーム等の時間

に「アンケート協力依頼書（QR コードを掲載）」を配布し、

WEB 回収とする。 

○利用頻度が高い通学利用者の獲得により、路線バスの収支改善

等も期待できることから、調査の設問には通学利用者の獲得につ

ながる設問を設ける。 

調査方法 調査依頼書を配布し、QR コードから WEB 回答で回収 

調査対象 多古高校の全生徒 

調査時期 令和５年 7 月中旬 

配布数・回収数 226 枚・187 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

  

＜回答者の属性＞ 

・学年では、「3 年生」、「2 年生」が約 4 割、「１年生」が約３割 

・性別では、「男性」が約 7 割、「女性」が約 3 割 

男性
66.8%

女性
27.8%

回答しない
5.3%

n=187

図 性別 

回答者数 187 

１年生
27.8%

２年生
35.3%

３年生
36.9%

n=187

図 学年 

回答者数 187 
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＜通学状況＞ 

・晴れまたは曇りの日の通学手段では、「家族等の送迎」が約 5 割、「自転車」が約 3 割 

・雨の日の通学手段では、「家族等の送迎」が約 8 割、「徒歩」が約 7 割 

・通学での路線バス利用者の状況では、「往復で利用している」が約 7 割、「登校時のみ利

用している」、「下校時のみ利用している」が約 1 割 

・登下校時のバスの運行についての要望では、「本数を増やしてほしい」が約 2 割、「時間

通りに来てほしい」「運賃を安くしてほしい」が約 1 割 

・通学でバスを利用しない理由、片道しかバスを利用しない理由では、「家の近くに停留所が

ない」「運賃が高い」が約 3 割、「下校時間帯にバスがない」が約 2 割 

図 バスの往復利用状況 

（路線バス利用者のみ） 

 

登校時のみ

利用している
11.1%

下校時のみ

利用している
12.7%

往復で利用している
68.3%

通学にバスを

利用しない
4.8%

無回答
3.2%

n=63回答者数 63 

図 通学でバスを利用しない理由、 
片道しかバスを利用しない理由（複数回答） 

27.8%

27.8%

22.2%

16.7%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家の近くに停留所がない

運賃が高い

下校時間帯にバスがない

他の移動手段よりも時間がかかる

登校時間帯にバスがない

遅延が生じる可能性があるため

バスが何時に運行しているのかを知らない

乗り換えアプリ等で検索しにくい

利用方法がわかりにくい

バスがどこを運行しているのか知らない

目的地まで歩いて行けるため

登下校中に寄り道をするため

その他

無回答
n=18
MA=27

回答者数 18 
回答数 27 

図 晴れまたは曇りの日の通学手段（複数回答） 

49.2%

34.2%

26.2%

17.6%

11.8%

5.9%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎

自転車

路線バス

原付・バイク

徒歩

鉄道

その他

無回答 n=187
MA=272
回答者数 187 
回答数 272 

図 雨の日の通学手段（複数回答） 

75.9%

65.2%

32.1%

7.5%

5.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎

徒歩

路線バス

自転車

鉄道

原付・バイク

その他

無回答 n=187
MA=358

回答者数 187 
回答数 358 
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＜公共交通に対する意見等＞ 

・バス利用のメリットで共感できるもの

では、「重い荷物があっても移動がラ

ク」が約 5 割、「悪天候時も快適に移

動ができる」が約 5 割 

・通学に利用できる移動サービスが導入

された場合の利用意向では、「特に利

用したくない」が約 4 割、「平日はほ

ぼ毎日利用したい」が約 2 割 

・利用予約ができるアプリの利用意向で

は、「わからない」が約 5 割、「利用

してみたい」が約 4 割 

＜学校生活以外（放課後、休日など）における移動状況＞ 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）では、「成田市内」が約 3 割 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）に行く主な目的では、「買い物」が約 5 割、「レジャ

ー・娯楽」が約 1 割 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）への交通手段では、「家族等の送迎」が約 6 割、「路

線バス」が約 3 割 

・学校生活以外の移動でバスを利用しない理由では、「家の近くに停留所がない」が約 3

割、「運賃が高い」が約 2 割 

図 学校生活以外の移動でバスを利用しない理由（複数回答） 

25.5%

18.6%

15.2%

9.7%

9.0%

8.3%

6.9%

6.9%

6.2%

4.8%

2.8%

6.9%

37.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家の近くに停留所がない

運賃が高い

他の移動手段よりも時間がかかる

帰ってくる時間帯のバスがない

家を出る時間帯のバスがない

バスが何時に運行しているのかを知らない

利用方法がわかりにくい

バスがどこを運行しているのか知らない

遅延が生じる可能性があるため

駅や目的地まで歩いて行けるため

乗り換えアプリ等で検索しにくい

その他

無回答
n=145
MA=229
回答者数 145 
回答数 229 

図 バス利用のメリットで共感できるもの（複数回答） 

51.9%

50.8%

36.9%

28.9%

26.7%

13.9%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重い荷物があっても移動がラク

悪天候時も快適に移動ができる

バス車内で勉強やゲームができるので、

移動時間を有効活用できる

部活等で疲れていても移動がラク

安全に登下校ができる

どれも共感できない

無回答 n=187
MA=402

回答者数 187 
回答数 402 

図 学校生活以外でよく行く 

場所（駅）への交通手段（複数回答） 

55.1%

26.2%

19.8%

15.0%

8.0%

1.6%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎

路線バス

自転車

電車

徒歩

原付・バイク

その他

無回答 n=187
MA=256

回答者数 187 
回答数 256 
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２-３-５ 高校生アンケート調査（わせがく高等学校多古本校） 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 

○町内の高校に通学する高校生を対象にしたアンケート調査を実

施する。 

○わせがく高等学校多古本校に協力を依頼し、ホームルーム等の

時間に「アンケート協力依頼書（QR コードを掲載）」を配布

し、WEB 回収とする。 

○利用頻度が高い通学利用者の獲得により、路線バスの収支改善

等も期待できることから、調査の設問には通学利用者の獲得につ

ながる設問を設ける。 

調査方法 調査依頼書を配布し、QR コードから WEB 回答で回収。 

調査対象 わせがく高等学校多古本校の全生徒（通信制課程を除く） 

調査時期 令和５年 7 月中旬 

配布数・回収数 110 枚・26 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

＜回答者の属性＞ 

・学年では、「1 年生」が約 5 割、「2 年生」が約 3 割、「３年生」が約２割 

・性別では、「男性」が約 5 割、「女性」が約 4 割 

１年生
46.2%

２年生
30.8%

３年生
23.1%

n=26

図 学年 

回答者数 26 

男性
50.0%女性

42.3%

回答しない
7.7%

n=26

図 性別 

回答者数 26 
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＜通学状況＞ 

・晴れまたは曇りの日の通学手段では、「学校の送迎バス」が約 6 割、「家族等の送迎」が

約 6 割 

・雨の日の通学手段では、「家族等の送迎」が約 6 割、「学校の送迎バス」が約 6 割 

図 晴れまたは曇りの日の通学手段（複数回答） 

61.5%

57.7%

34.6%

15.4%

15.4%

11.5%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の送迎バス

家族等の送迎

自転車

徒歩

鉄道

路線バス

原付・バイク

その他

無回答
n=26
MA=52

回答者数 26 
回答数 52 

登校時のみ

利用している
25.0%

往復で利用している
75.0%

n=4

図 バスの往復利用状況（路線バス利用者のみ） 

 

回答者数 4 

図 雨の日の通学手段（複数回答） 

61.5%

57.7%

19.2%

11.5%

11.5%

3.8%

3.8%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎

学校の送迎バス

鉄道

徒歩

路線バス

自転車

原付・バイク

その他

無回答
n=26
MA=46
回答者数 26 
回答数 46 
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＜学校生活以外（放課後、休日など）における移動状況＞ 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）では、「成田市内」が約 4 割、「銚子市内」が約 1 割 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）に行く主な目的では、「買い物」が約 5 割、「レジャ

ー・娯楽」が約 1 割 

・学校生活以外でよく行く場所（駅）への交通手段では、「徒歩」が約７割、「家族等の送

迎」が約 5 割 

・学校生活以外の移動でバスを利用しない理由では、「帰ってくる時間帯のバスがない」が約

3 割、「家を出る時間帯のバスがない」、「運賃が高い」、「他の移動手段よりも時間がか

かる」、「駅や目的地まで歩いて行けるため」が約 2 割 

＜公共交通に対する意見等＞ 

・バス利用のメリットで共感できる

ものでは、「悪天候時も快適に移

動ができる」が約 7 割、「重い荷

物があっても移動がラク」が約 6

割 

・利用予約をできるアプリの利用意

向では、「わからない」が約 6

割、「利用してみたい」が約 3 割 

図 バス利用のメリットで共感できるもの 
（複数回答） 

69.2%

61.5%

38.5%

34.6%

34.6%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悪天候時も快適に移動ができ

る

重い荷物があっても移動がラ

ク

バス車内で勉強やゲームがで

きるので、

移動時間を有効活用できる

安全に登下校ができる

部活等で疲れていても移動が

ラク

どれも共感できない

無回答 n=26
MA=65
回答者数 26 
回答数 65 

図 学校生活以外の移動でバスを 
利用しない理由（複数回答） 

26.9%

23.1%

23.1%

23.1%

23.1%

19.2%

19.2%

15.4%

11.5%

7.7%

7.7%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰ってくる時間帯のバスがない

家を出る時間帯のバスがない

運賃が高い

他の移動手段よりも時間がかかる

駅や目的地まで歩いて行けるため

家の近くに停留所がない

バスが何時に運行しているのかを知らない

バスがどこを運行しているのか知らない

利用方法がわかりにくい

乗り換えアプリ等で検索しにくい

遅延が生じる可能性があるため

その他

無回答
n=26
MA=57
回答者数 26 
回答数 57 

図 学校生活以外でよく行く場所（駅） 
  への交通手段（複数回答） 

69.2%

46.2%

30.8%

23.1%

7.7%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

家族等の送迎

電車

路線バス

自転車

原付・バイク

その他

無回答 n=26
MA=47

回答者数 26 
回答数 47 
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２-３-６ 民生委員・児童委員アンケート調査 

１） 調査内容 

 

項目 内容 

調査目的 

○高齢者や子育て世帯の移動状況や困りごとについて、「生の

声」を把握している民生委員・児童委員を対象としたアンケート

調査を実施する。また、施設送迎サービスや、訪問販売・訪問診

療などの利用実態を詳細に把握する。 

○全委員（35 名）を対象に調査し、民生委員・児童委員会議で配

布し郵送で回収する。 

調査方法 対面配布・郵送回収 

調査対象 町民生委員・児童委員 

調査時期 令和５年７月 20 日（配布）～７月 31 日郵送締切 

配布数・回収数 35 枚・22 票 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

  

＜担当区域の実態について＞ 

・担当区域住民の買い物・通院などの移動で公共交通を利用する際の交通手段では、「デマ

ンドタクシー」が約 6 割 

・担当区域における外出時の制約がある方の有無では、「いる」が約 8 割、「今はいない」

が約 1 割 

・担当区域の交通弱者の特徴では、「高齢のため運転を控えている、または運転免許証を返

納した方」が約 7 割 

・担当区域の交通弱者による買い物・通院などの移動時の交通手段では、「車（家族や知人

の送迎）」が約 9 割、「デマンドタクシー」が約 5 割 

・担当区域の交通弱者が利用している移動を支援するサービスでは、「介護タクシー」と

「介護施設の送迎サービス」が約 2 割 

・担当区域の交通弱者が利用している移動を必要としない訪問形式サービスでは、「移動ス

ーパー」、「ヘルパー」、「訪問診療」が約 3 割 

 

＜担当区域の高齢者の移動実態について＞ 

・担当区域の高齢者が買い物をする際の移動手段では、「車（家族や知人の送迎）」が約 7

割、「車（自分で運転）」が約 4 割 

・担当区域の高齢者が通院をする際の移動手段では、「車（家族や知人の送迎）」が約 9

割、「デマンドタクシー」と「車（自分で運転）」が約 4 割 

 

＜担当区域の子育て世帯の移動実態について＞ 

・担当区域の子育て世帯が買い物をする際の移動手段では、「車（自分で運転）」が約 5

割、「徒歩」が約 1 割 

・担当区域の子育て世帯が通院をする際の移動手段では、「車（自分で運転）」が約 4 割、

「車（家族や知人の送迎）」が約 1 割 
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２-４ 上位・関連計画において公共交通に求められる役割 

上位・関連計画内に位置付けられている“公共交通に関する施策”等を抽出し、地域公共

交通が果たすべき役割等を整理しました。 

 

２-４-１ 多古町総合計画 

 

項目 内容 

計画期間 令和 3 年度～令和 11 年度 

計画概要 

本町では、これから町が目指す方向性について町民と共有し、

新しい多古町を作り上げるため、「第５次多古町総合計画」を策

定しました。 

本計画では、多古町における新しい取組を進めていくことと合

わせて、町が持っている魅力である「人と人とのつながり」を大

切にしたまちづくりを重要視して、より一層の町の発展につなが

る取組を進めていきます。 

目指す将来像 

計画目標 
世代を超えてみんなで暮らしつづけたい多古町 

基本目標 

・新しい多古町 ～選ばれるまちへ～ 

・ずっと続く多古町 ～持続可能なまちへ～ 

・みんなの多古町 ～協働・共創のまちへ～ 

公共交通に関連する

施策・取組 （交通、

鉄道、バス、タクシ

ー、自転車、交通結節

点関連） 

基本政策 4 自然と調和した安全・安心なまちづくり 

〇暮らしの利便性に配慮した公共交通体系の確保 

施策 1 公共交通の利便性の向上 

○町外へのバス路線網を維持するため、運行経費の補助等を

継続します。更に、各種媒体を活用して、空港シャトルバ

スなどの公共交通の運行情報を提供するとともに、利用者

アンケートなどにより利便性の向上を図ります。 

○町内の移動については、交通手段を持たない高齢者等のた

め、デマンドタクシーの平日拡大など、より利用しやすい

公共交通ネットワークを目指します。 

施策 2 交通結節機能の強化 

○自家用車等と公共交通の乗り換えや町内交通と町外交通と

の連携を円滑にするため、多古台バスターミナルなどを活

用したパークアンドバスライドによる乗換えを推進しま

す。 
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２-４-２ 多古町都市計画マスタープラン 

 

項目 内容 

計画期間 令和３年～令和 22 年 

計画概要 

「多古町都市計画マスタープラン」は、「多古都市計画都市計

画区域の整備、開発及び保全の方針（千葉県）」や「第 5 次多古

町総合計画」に即して定めました。 

加えて、「第 2 期多古町まち・ひと・しごと創生総合戦略」等

とも、十分に連携を図り、人口減少や高齢社会が進む将来におい

ても、持続可能なまちづくりを目指していきます。 

更に、本町は成田空港の東側に隣接していることから、成田空

港の更なる機能強化に合わせたさまざまな地域振興策の位置付け

がなされている「成田空港周辺の地域づくりに関する実施プラ

ン」や各種関連計画とも十分な連携を図っていきます。 

目指す将来像 

計画目標 
世代を超えて みんなで暮らしつづけたい 多古町 

基本目標 

・目標 1 ポテンシャルを生かした多様な産業振興による活気の

あるまちづくり ～多様な働き方と交流で活気をつくろう～ 

・目標 2 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり ～安全・安心

な多古町で快適に暮らそう～ 

・目標 3 豊かな自然を守り、町固有の歴史・伝統を生かした、

美しく魅力あるまちづくり ～歴史・伝統をつなぎ、美しいまち

をつくろう～ 

・目標 4 地域の特性を生かした多様な主体によるまちづくり ～

地域に愛着を持ち、一人二役一貢献できる主体的な地域をつく

ろう～ 

公共交通に関連する

施策・取組 （交通、

鉄道、バス、タクシ

ー、自転車、交通結節

点関連） 

第 3 章 全体構想 

３－４．分野別基本方針 

（2）道路・交通体系の方針 

②公共交通（バス交通）の整備方針 

〇公共交通の利便性向上に向けて、バス交通等の公共交通路線

網の再編や改善により、町内及び広域圏とのバス利用の利便

性向上など、きめ細かなサービスを推進します。 

〇近隣の鉄道駅や自動車専用道路を利用した広域圏を連絡する

バスと自家用車との乗継ぎが可能なパークアンドバスライド

を配置し、魅力的な機能を有する乗換拠点の整備を推進しま

す。 

④新たな交通手段の整備方針 

〇成田空港のターミナルから新たな空港用地を経由し、国際交

流ゾーンから町内を通過する「新たな交通軸」については、

空港会社等との調整を図りながら検討を進め、公共交通ネッ

トワーク（BRT や自動運転等）の整備を促進することで、成

田空港とのアクセス強化を図るとともに、町内での交流や町

内への移住等につなげていきます。 
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２-４-３ 多古町地域福祉計画 

 

項目 内容 

計画期間 令和 3 年度～令和 7 年度 

計画概要 

「多古町地域福祉計画」は、地域を取り巻く現状と課題を十分

に踏まえつつ、これまでの各種保健福祉施策の充実を図るととも

に、地域ぐるみでまるごと支える仕組みづくりを進めるための指

針として社会福祉法第 107 条に基づき策定しました。 

あわせて、多古町社会福祉協議会が策定する「多古町地域福祉

活動計画」を一体的に策定することで、2 つの計画が両輪となっ

て地域福祉の推進を牽引していきます。 

目指す将来像 

計画目標 
共に支え合う、みんなにやさしいまちづくり 

基本目標 

・基本目標 1 地域包括支援体制の整備 

・基本目標 2 横断的課題解決への取組の推進 

・基本目標 3 地域福祉の意識づくりと人づくりの推進 

公共交通に関連する

施策・取組 （交通、

鉄道、バス、タクシ

ー、自転車、交通結節

点関連） 

基本目標 2 横断的課題解決への取組の推進 

2．7 地域の安心・安全対策の推進 

（３）ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 

○道路や歩道の整備・改善 

○交通安全対策の推進 

○交通施設等の改善 

○公共交通対策の推進 

○買い物支援、移動対策 
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２-４-４ 多古町子ども・子育て支援事業計画 

 

項目 内容 

計画期間 令和 2 年度～令和 6 年度 

計画概要 

「多古町子ども・子育て支援事業計画」は、家庭と地域の

人々、行政、関係機関及び関係団体が共に力を合わせて地域社会

が一体となり、親も子も楽しく育っていける、ゆとりある子育

ち・子育て環境のまちの実現を目指し策定しました。 

目指す将来像 

計画目標 

ゆとりある環境で 子どもと親の育ち合い 

♢♢♢多古の子 町の子 みんなの子♢♢♢ 

基本目標 

・基本目標 1 教育・保育及び子育て支援の計画的な提供 

・基本目標 2 多古の子を健やかに育む環境づくり 

・基本目標 3 ゆとりの子育てを実現する地域づくり 

公共交通に関連する

施策・取組 （交通、

鉄道、バス、タクシ

ー、自転車、交通結節

点関連） 

多古町の次世代育成支援に向けた取り組み 

施策方針 3 子どもと子育て家庭にやさしいまちづくり 

施策 3-① 良好な居住・生活環境の整備 

○施設等のバリアフリー化の推進 

安心して子育てができ、すべての人々にとってゆとりある生

活ができるよう、町内の施設や交通機関においてバリアフリ

ー化を推進し、快適な施設環境の実現を目指します。 
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２-４-５ 多古町観光・交流アクションプラン 

 

項目 内容 

計画期間 令和 3 年度～令和 11 年度 

計画概要 

「多古町観光・交流アクションプラン」は、「第５次多古町総

合計画」を上位計画とし、国や千葉県の関係計画との整合を図る

とともに、「第２期多古町まち・ひと・しごと創生総合戦略」と

整合を図りながら、本町の観光や交流を振興するための総合的な

方向性を示す計画です。 

さらに、本町の観光や交流の推進を通して、関係人口や定住人

口も含めたまちの活性化を目指すものであり、志民や事業者、行

政が一体となって取り組んでいくための戦略とともに、具体的な

行動(アクション)を示す計画とします。 

目指す将来像 

計画目標 

Living Tako 

“共創”による多彩な多古時間の過ごし方とライブ感のあるライ

フスタイルが実現する観光・交流 

基本目標 

①人の気を惹く観光・交流 ～地域の総合的な情報発信・プロモー

ションの展開～ 

②メリハリのある観光・交流 ～ポテンシャルを活かした観光・交

流の推進～ 

③誘客力のある観光・交流 ～多彩な交流・体験プログラムづくり

を通じた観光・交流～ 

④ネットワーク型の観光・交流 ～志民力による地域活力の創出と

受入れ環境の充実～ 

⑤実行力のある観光・交流 ～安心・安全なまちづくりと着実・確

実な事業推進～ 

公共交通に関連する

施策・取組 （交通、

鉄道、バス、タクシ

ー、自転車、交通結節

点関連） 

基本戦略⑤実行力のある観光・交流 ～安心・安全なまちづくりと

着実・確実な事業推進～ 

施策 2．ユニバーサルな観光推進 

○多古町を訪れた人が言葉や文化の違い、土地勘の有無などに

かかわらず、誰でもいつでも快適に観光・交流を楽しむこと

ができるよう、交通インフラや Wi－Fi 環境、観光案内サイン

などのユニバーサルな観光環境を整備します。 

施策 3．観光・交流受入れ環境整備 

○多古町への来訪者が快適に観光・交流できる受入れ環境とし

て、わかりやすい観光案内サインの充実とおもてなしを感じ

る環境づくりを推進します。観光拠点や拠点同士を結ぶ経路

やアクセス、周遊ルートの発信など、明瞭かつ正確な表記に

よる情報提供によって、快適でスムーズな周遊・滞在を促し

ます。 

【施策に基づく検討例・取組展開例】  

・周遊ルートの設定と発信 ・交通系ＩＣカードの利用化 

・車内フリーWi－Fi の整備  
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２-５ 地域公共交通を取り巻く環境の変化 

地域公共交通を取り巻く環境も変化しており、これらの変化や先進的な取組を踏まえなが

ら、本町の公共交通サービスを検討していく必要があります。 

 

２-５-１ 周辺環境の変化 

「成田空港の更なる機能強化」が進められてお

り、旅客数および空港内従業員がこれまでの約 2

倍まで増加することが想定されています。それに

関連して、本町においては、空港従事者の移住、

観光来訪者の増加などが期待されます（機能強化

は、令和 10（2028）年度末を目途に完了予

定）。 

圏央道（大栄～横芝）の整備が進んでおり、本

町においては、道路ネットワークの拡充に加え

て、インターチェンジ周辺の開発や民間企業の進

出による町内の雇用の創出などが期待されています。 

  

２-５-２ 人手不足と人件費・燃料費の高騰 

バス業界では深刻な運転手不足や、令和６（2024）年 4 月から施行される「自動車運転

者の労働時間等の改善のための基準」の施行に向けた準備により、路線の廃止や減便を含む

再編が進められています。また、全国的な人件費・燃料費の高騰に見舞われており、公共交

通サービスの運行に係る費用は増加傾向にあります。 

 

２-５-３ 公共交通サービスのデジタル化 

◼ 自動運転技術の導入 

人間の介入なしにバスやタクシー等を運行する技術で、交通事故減少や運行効率の向上、

ドライバー不足の解消などが期待されています。 

◼ オープンデータ化 

公共交通のデータ（時刻表、ルート情報など）を公開し、アプリ開発者などがアクセスで

きるようにする取り組みです。これにより、地域のバスや電車の時刻表、遅延情報などが、

アプリやウェブサイトで簡単に確認できるようになります。 

 

２-５-４ カーボンニュートラル 

我が国は、令和２（２０２０）年１０月に、２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すことを宣言しました。本町でも「多古

町地球温暖化対策実行計画」を策定し、町施設及び個々の職員が CO2 削減に向けた意識の

向上を図っています。  

図 成田空港の更なる機能強化により 

期待される効果 

（成田国際空港株式会社 HP より） 
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２-６ 多古町の概況（まとめ） 

 

＜地域特性＞ 

◼ 人口は、約 13,700 人（令和５年 4 月現在）であり、5 年間で約 1,200 人減少

しています。 

◼ ６０歳以上の人口が占める割合が全人口の約 5 割であり、将来的にも高齢化が進

行すると推計されています。 

◼ 商業施設や医療施設は町中心部に多く集積しています。 

◼ 1 世帯当たりの自家用車保有台数は、約 1.5 台であり、自家用車利用が浸透して

います。 

 

＜地域公共交通＞ 

◼ 空港シャトルバスおよび路線バスは、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

令和 2 年度に利用者が落ち込んだものの、令和 4 年度時点では回復傾向がみられ

ます。 

◼ デマンドタクシー利用者数は、増加傾向にあり、令和 4 年度時点で 31.3 人/日で

す。 

◼ 路線バスおよびデマンドタクシーについては「利用者一人当たりの財政負担額」

が増加傾向にあります。 

 

＜町民の移動特性＞ 

◼ 町外への移動は、通勤通学・通院において多く見られ、成田市・匝瑳市・旭市が

主な行き先となっています。 

◼ 町内での移動は、買い物・通院において多く見られ、町内のスーパーや病院が主

な行き先となっています。 

◼ 自家用車（自分で運転・家族知人の送迎）が日常生活の主要な交通手段となって

おり、自家用車利用が浸透しています。 

 

＜地域公共交通を取り巻く環境＞ 

◼ 公共交通分野においても DX（自動運転、オープンデータ化等）が進み、運行効

率化、利便性向上が図られています。 

◼ 多古町では、子育て支援や移住定住促進等のまちづくりが重点的に推進されてい

ます。 

◼ 成田空港の更なる機能強化・圏央道の整備によって、居住人口や観光来訪者の増

加が見込まれます。 

◼ 全国的に燃料費高騰や人手不足、人件費高騰が進んでいます。 
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３．地域公共交通が抱える課題 

町の現状や上位関連計画を踏まえ、本町の地域公共交通が抱える課題を整理しました。 

 

 課題①  まちづくりと連動した公共交通サービスの提供 

○ 令和 10（２０２８）年度末に成田空港の更なる機能強化による C 滑走路の完成な

どが予定されており、それによる空港従事者の増加（人口増加）や観光来訪者の増

加などが期待されます。また、圏央道（大栄～横芝間）が令和 8（２０２６）年度

に開通予定であることに加えて、大栄～（仮称）国道 296 号 IC 間は、それより 1

年程度前倒しでの開通を目指すとされており、関東一円へのアクセス性の向上が見

込まれています。 

○ 本町では、観光分野や移住定住、子育て支援等に積極的に取り組み、町の魅力づく

りを進めています。 

○ 以上のことから、まちの変化やまちづくりの方向性を踏まえた公共交通サービスの

提供が必要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 成田空港の更なる機能強化により期待される効果 

資料：成田国際空港株式会社ホームページ 

図 多古町移住定住情報発信サイト 図 子育て支援メニュー 
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 課題②  町外への移動を支える移動手段の維持・向上 

○ 町民アンケートによると、通院している町民の 44.4%が町外（旭中央病院、国際

医療福祉大学成田病院、成田赤十字病院など）に通院しています。また、通勤して

いる町民の 64.4%が町外（成田市など）に通勤しており、通学においても 40.6%

が町外（匝瑳市など）に通学しています。国勢調査の結果をみても同様に香取市や

成田市、旭市等に通勤通学をしている移動が多くなっています。 

○ 広域の移動を支えている路線バスは、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、利

用が落ち込んでいる状況です。 

○ 以上のことから、成田市や香取市、匝瑳市等への移動手段を引き続き確保し、通院

や通勤通学を支えていく必要があると考えます。同時に路線バス維持に向けた利用

促進を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

町外への外出をする割合 

通院時 通勤時 通学時 

44.4 ％ 64.4 ％ 40.6 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
令和2(2020)年の

通勤・通学者

（町外→多古町）

計 4,109人

県内

92.2％

県外

4.3％

香取市

16.1％

匝瑳市

15.2％

成田市

13.4％

旭市

11.2％

横芝光町

7.1％

富里市

6.4％

その他

22.7％

茨城県

2.9％

その他

1.3％

不詳

3.6％

令和2(2020)年の

通勤・通学者

（多古町→町外）

計 3,945人

県外

4.7％

東京都

2.6％

その他

2.1％

不詳

3.7％

県内

91.5％

成田市

35.2％

香取市

9.7％
匝瑳市

8.4％

芝山町

7.3％

富里市

5.9％

千葉市

4.2％

その他

20.9％

（令和2年国勢調査）

図 通勤先・通学先 （左：流入、右：流出） 

資料：令和 2年度国勢調査 

表 町外を行先とする割合（町民アンケート） 

■主な通院先 

旭中央病院、国際医療福祉大学成田

病院、成田赤十字病院 など 

 

■主な通勤先 

成田 、香取  など 

 

■主な通学先 

匝瑳 、    など 
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 課題③  町内の移動を支える移動手段の維持・向上 

○ 町民アンケートによると、町内のスーパー（セイミヤ、カスミ）を利用している町

民が多くみられています。通院においても、約半数以上が町内の病院・医院（多古

中央病院、前田医院など）へ通院しています。 

○ 町中心部に施設が集積しており、町民アンケートによると、町民の多くは町中心部

への一度の外出で複数の用事を済ませている状況です。 

○ 以上のことから、各地区から町中心部への移動、町中心部内の移動を支える移動手

段の検討が必要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１施設
23.2%

２～４施設
54.2%

５～10

施設
0.3%

無回答
22.3%

n=766

図 中心部のお出かけ時に立ち寄る施設の数 

（町民アンケート） 

図 中心部における施設立地状況 

回答者数 766 

54.0%

32.6%

20.5%

12.5%

2.7%

1.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セイミヤ多古店

カスミ多古店

町外のお店

その他の町内のお店

池田屋ストア

県外

無回答

n=711

MA=887

44.3%

13.9%

12.7%

10.9%

8.1%

7.6%

6.5%

5.1%

4.2%

3.2%

1.9%

0.9%

3.2%

44.4%

1.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多古中央病院

前田医院

平山眼科医院

さとうメディカルオフィス

大木内科医院

石橋内科医院

箱崎整形外科医院

佐藤歯科医院

平山歯科医院

多古歯科クリニック

上人塚クリニック

江波戸歯科医院

その他の町内の病院

町外の病院

県外の病院

無回答
n=567
MA=960

図 普段の買物でよく利用する店舗（複数回答） 

（町民アンケート） 

図 普段の通院でよく利用する病院（複数回答） 

（町民アンケート） 

回答者数 711 
回答数 887 

回答者数 567 
回答数 960 
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 課題④  持続可能な公共交通サービスの確保 

○ 燃料費高騰や人件費高騰によって、公共交通の運行に係る費用が高まっている。 

○ 路線バス（桜田線、栗源～成田空港線）およびデマンドタクシーにおける利用者一

人当たりの町負担額は増加傾向にあり、平成 30 年度と令和 4 年度を比較すると、

路線バスでは 56.1％増加、デマンドタクシーでは 51.1％増加しています。 

○ 交通事業者においては、運転手不足・運転手の高齢化の問題を抱えており、このま

までは、現状のサービス水準を維持することが難しくなります。 

○ 全国的には、自動運転技術の研究が進み、運転手不足の解決策の一つとして期待さ

れています。その他には、公共交通事業者以外による交通サービスの提供なども進

んでいます。 

○ 以上のことから、公共交通の収支改善に向けた取組み（利用促進、運行見直しな

ど）、運転手不足に対応する交通サービス（輸送資源の活用、自動運転技術の研究

など）の検討が必要であると考えます。 

 

 

 

 

  

271 230
354 389 423

1,266

1,505
1,302 1,317

1,913

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

路線バス町負担額

デマンドタクシー町負担額

路線バス利用者1人当たりの町負担額

デマンドタクシー利用者1人当たりの町負担額

（ 人） （円/人）

図 １人当たりの町負担額の推移 

■自動運転技術の導入例（茨城県境

町） 

・自動運転バスを 3台導入し、生活路

線バスとして定時・定路線での運行

を令和 2年 11月 26日（木）から開

始した。自治体による自動運転バス

の公道上での定常運行は、国内初。 

・役場周辺の道の駅や高校、コミュニ

ティセンター等を結ぶ運行ルートと

なっており、一日 18便運行。 

図 自動運転技術の導入例（茨城県境町） 
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 課題⑤  交通弱者の移動を支える公共交通サービスの充実化 

○ 本町の高齢者割合は約４割であり、将来的にも高齢化が進行すると推計されていま

す。 

○ 自家用車を持たない高齢者の通院や買い物のための移動の多くが多古町デマンドタ

クシーによって支えられています。 

○ デマンドタクシー利用登録者アンケートによると、デマンドタクシーが高齢者の外

出頻度向上に寄与していることが分かっていることから、継続的なサービス提供に

向けた検討が必要であると考えられます。 

○ 利用者が感じている不満点・改善点としては「待ち時間」や「町外までの移動でき

ないこと」などが挙げられており、改善に向けた検討が必要です。 

○ 以上のことから、デマンドタクシーの維持、改善等を行い、自家用車を持たない人

でも必要な移動ができる交通サービスを提供していく必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 デマンドタクシーの改善点（複数回答） 

（デマンドタクシー登録者アンケート） 

46.6%

43.2%

22.7%

27.3%

9.1%

2.3%

1.1%

4.5%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町外の一部の指定施設まで

利用できるようにする

日曜日の運行

予約がいっぱいで利用できな

いことがある

運行終了時間を延長する

運行開始時間を早める

予約方法をわかりやすくする

予約締切時間の短縮

予約受付開始日を早める

その他

無回答 n=88
MA=160

回答者数 88 
回答数 160 

とても

増えた
17.0%

少し増えた
50.0%

少し

減った
13.6%

とても

減った
5.7%

無回答
13.6%

n=88

図 デマンドタクシー導入後の外出頻度の変化 

（デマンドタクシー登録者アンケート） 

回答者数 88 

28

19
12

3
6

53
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間
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目
的
地

予
約
方
法
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要
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運
賃

待
ち
時
間

(ポイント)

図 デマンドタクシーの運行内容に対して不満な点（デマンドタクシー登録者アンケート） 
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 課題⑥  公共交通を使う意識の醸成 

○ 本町における世帯当たりの自家用車保有台数をみると、1.5 台となっています。 

○ さらに、町民アンケートによると、多くの町民が日常生活の移動で「自家用車」を

利用しており、自家用車を利用したライフスタイルが定着していることが分かりま

す。 

○ 一方で、全国的には持続可能な社会の実現に向けて、低炭素型社会の実現を目指す

動きがあります。自家用車の利用に替えて、公共交通サービスを利用することで

CO2 削減につながることが期待されています。 

○ 以上のことから、公共交通を利用してもらうための情報発信や啓発活動を行い、公

共交通を使う意識の醸成を図ることで、公共交通の持続可能性確保につなげていく

必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 買物時 通勤時 通勤・通学時 

自家用車（自分で運転） 82.4 ％ 76.5 ％ 79.7 ％ 

自家用車（家族等の送迎） 20.1 ％ 22.8 ％ 7.0 ％ 

 

  

表 外出時の交通手段（町民アンケート） 

5,883 5,893 5,979 6,073 5,991 6,006

9,638 9,533 9,437 9,355 9,183 9,101

1.64 1.62 1.58 1.54 1.53 1.52

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

0

5,000

10,000

15,000

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

（世帯、台） (台)

世帯数（世帯） 自家用車（台） 1世帯当たりの保有台数

図 1 世帯当たりの自家用車保有台数の推移 
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４．地域公共交通が目指す方向性 

４-１ 基本理念・基本方針 

前項までの整理を踏まえ、本町の地域公共交通の基本理念を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田空港の更なる機能強化（令和 10（2028）年度末）や圏央道大栄～横芝区間の開通

（令和 8（2026）年度）などによって、居住人口および観光来訪者の増加、関東一円への

アクセス性向上などが期待されており、本町のまちづくりに大きな影響をもたらすことが予

想されます。これらの変化に対応した地域公共交通サービスを提供する必要があります。 

 

町民の皆さんの暮らしに着目すると、日用品の買物では町内施設への移動が多い一方で、

通勤通学・通院においては、近隣自治体（香取市、成田市、旭市等）への移動もみられてお

り、日常生活圏が町外にまで及んでいます。公共交通では、主に高速バス・空港シャトルバ

ス・路線バスによって町外への移動が、デマンドタクシーや一般タクシーによって町内移動

がそれぞれ支えられています。中でも自家用車を持たない高齢者の方々の移動の多くをデマ

ンドタクシーが支えているため、今後の高齢化の進行を見据え、デマンドタクシーをはじめ

とした地域公共交通サービスを継続して提供していく必要があります。 

 

一方、自家用車を利用したライフスタイルの浸透、近年の新型コロナウイルス感染症など

の影響により、公共交通利用者数は減少傾向にあります。今後も地域公共交通を維持してい

くために、地域公共交通の魅力発信および魅力づくりを図り、さらなる利用者増加を目指す

必要があります。 

 

  

＜多古町地域公共交通の基本理念＞ 

まちづくりの変化に対応した 暮らしを支える 

魅力的で 持続可能な 地域公共交通 
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４-２ 計画目標および評価指標 

４-２-１ 計画目標 

基本理念を踏まえ、計画目標および評価指標を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

 町内の移動を支える公共交通サービスをより便利にすることで、町民の買物・通院を支えます。ま

た、観光来訪者の観光周遊を支えることも視野に取組を推進します。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

デマンドタクシーの利用者数  現状値 31.3 人/日 ⇒ 目標値：45.0 人/日 

■計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

 本町～成田空港間の公共交通サービスを強化することで、町民の生活利便性向上、本町におけるま

ちづくりの推進を図ります。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

空港シャトルバスの運行本数  現状値：40 便/日 ⇒目標値：現状値以上 

空港シャトルバスの利用者数  現状値：256.2 人/日 ⇒目標値：320.0 人/日 

■計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

 成田市・匝瑳市・旭市等への移動を支える公共交通サービスを維持させることで、町民の通勤通学

を支えます。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

路線バスの運行本数  現状値：61 便/日    ⇒目標値：現状値を維持 

路線バスの利用者数  現状値：44.3 万人/年   ⇒目標値：現状値を維持 

■計画目標④ 公共交通に対する財政負担の適正化 

 収入を増やす取り組み、支出を減らす取り組みを推進し、公共交通サービスの費用対効果を高めま

す。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

利用者１人当たりの財政負担額（空港シャトルバス） 

現状値 195 円/人⇒目標値：108 円/人 

利用者１人当たりの財政負担額（デマンドタクシー） 

現状値 1,913 円/人⇒目標値：1,570 円/人 

■計画目標⑤ 交通弱者の移動手段の確保 

ハード面・ソフト面から公共交通サービスを見直し、高齢者や小中高生などが不自由なく、移動で

きる環境を目指します。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

町内在住の高齢者における公共交通サービスの利用率 

現状値：5.7% ⇒ 目標値：現状値以上 

■計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な交通サービスの提供 

 公共交通サービスの魅力発信、魅力創出を行い、公共交通サービス利用のきっかけづくりをするこ

とで、公共交通を使う意識を醸成します。 

【目標達成状況を評価するための指標】 

公共交通の利用促進に関する取組数  現状値 1 件 ⇒ 目標値：6 件（累計値） 
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４-２-２ 評価指標設定の考え方 

本計画に掲げる計画目標の達成状況を評価するための指標を下記のとおり設定します。 

 

計画目標 評価指標 現状値 
目標値 

（R11） 
評価指標・目標値設定の考え方・算出方法 算出方法 

計画目標① 

成田空港とのつな

がりを強化する公

共交通サービスの

提供 

空港シャトルバスの運行

本数 

40 

便/日 

現状値 

以上 

本町から成田空港への公共交通サービスは、「空港シャトルバス」が担っており、本計画の中でも

「空港シャトルバスの利便性向上」を事業として位置付けている。計画期間満了時に「空港シャト

ルバスの運行本数」が維持向上されているかを確認することで「計画目標①：成田空港とのつなが

りを強化する公共交通サービスの提供」が達成されているかを評価する。 

空港シャトルバスの上り・下りの

便数（1 日あたり）を集計した数

値を指標値とする。 

空港シャトルバスの利用

者数 

256.2 

人/日 

320 

人/日 

本町から成田空港への公共交通サービスは、「空港シャトルバス」が担っており、本計画の中でも

「空港シャトルバスの利便性向上」や「公共交通の魅力発信および魅力づくり」を事業として位置

付けている。計画期間満了時に「空港シャトルバスの利用者数」が増加しているかを確認すること

で「計画目標①：成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供」が達成され、住民の

利用につながっているかを評価する。 

空港シャトルバスの「年間利用者

数」を「運行日数」で除した数値

を指標値とする。 

計画目標② 

近隣自治体への移

動を支える公共交

通サービスの提供 

路線バスの運行本数 
61 

便/日 
維持 

本町から近隣自治体への公共交通サービスは、主に「路線バス」が担っており、本計画の中でも「路

線バスの維持」を事業として位置付けている。交通事業者におけるドライバー不足も加味し、計画

期間満了時に「路線バスの運行本数」が維持されているかを確認することで「計画目標②：近隣自

治体への移動を支える公共交通サービスの提供」が達成されているかを評価する。 

町内を運行する全ての路線バス

の上り・下りの便数（1 日あたり）

を集計した数値を指標値とする。 

路線バスの利用者数 
44.3 万 

人/年 
維持 

本町から近隣自治体への公共交通サービスは、主に「路線バス」が担っており、本計画の中でも「路

線バスの維持」「近隣自治体との協議・連携」「公共交通の魅力発信および魅力づくり」を事業と

して位置付けている。計画期間満了時に「路線バスの利用者数」が維持されているかを確認するこ

とで「計画目標②：近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供」が達成され、利用につ

ながっているかを評価する。 

町内を運行する全ての路線バス

の年間利用者数（路線全体）を集

計した数値を指標値とする。 

計画目標③ 

町内の移動を便利

にする地域内交通

の提供 

デマンドタクシーの利用

者数 

31.3 

人/日 

45 

人/日 

町内の移動を支える公共交通サービスは、「デマンドタクシー」が担っており、本計画の中でも「デ

マンドタクシーの利便性向上」や「公共交通の魅力発信および魅力づくり」を事業として位置付け

ている。計画期間満了時に「デマンドタクシーの利用者数」が増加しているかを確認することで「計

画目標③：町内の移動を便利にする地域内交通の提供」が達成されており、住民の利用につながっ

ているかを評価する。 

デマンドタクシーの「年間利用者

数」を「運行日数」で除した数値

を指標値とする。 

計画目標④ 

公共交通に対する

財政負担の適正化 

利用者 1 人当たりの財政

負担額（空港シャトルバ

ス） 

195 

円/人 

108 

円/人 

町が主体となり運行する公共交通サービスは、「空港シャトルバス」「デマンドタクシー」であり、

本計画の中でも「空港シャトルバスの利便性向上」や「デマンドタクシーの利便性向上」、「公共

交通の魅力発信および魅力づくり」を事業として位置付けている。これらの取組によって、利用者

増加・運賃収入の確保が期待される。計画期間満了時に「利用者１人当たりの財政負担額」が減少

しているかを確認することで「計画目標④：公共交通に対する財政負担の適正化」が達成されてい

るかを評価する。 

「空港シャトルバスおよびデマ

ンドタクシーに対する町の財政

負担額（年間）」を「空港シャト

ルバスおよびデマンドタクシー

の年間利用者数」で除した数値を

指標値とする。 

利用者 1 人当たりの財政

負担額（デマンドタクシ

ー） 

1,913 

円/人 

1,570 

円/人 
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計画目標 評価指標 現状値 
目標値 

（R11） 
評価指標・目標値設定の考え方・算出方法 算出方法 

計画目標⑤ 

交通弱者の移動手

段の確保 

町内在住の高齢者（70 歳

以上）における公共交通サ

ービスの利用率 

5.7％ 
現状値 

以上 

町内における交通弱者として高齢者が挙げられる。本計画の中でも「デマンドタクシーの利便性向

上」や「公共交通の魅力発信および魅力づくり」を事業として位置付けており、これらの取組によ

って、高齢者の公共交通利用環境が改善される見込みである。計画期間満了時に「高齢者の公共交

通利用率」が増加しているかを確認することで「計画目標⑤：交通弱者の移動手段の確保」が達成

されているかを評価する。 

町民アンケート調査を行い、高齢

者（70 歳以上）の買物における

公共交通（空港シャトルバス・路

線バス・デマンドタクシー・一般

タクシー）の利用者割合を算出す

る。 

計画目標⑥ 

使いたくなる魅力

的な公共交通サー

ビスの提供 

公共交通の利用促進に関

する取り組み数 

1 件 

(R4 年) 

6 件 

（累計） 

本計画の中でも「公共交通の魅力発信および魅力づくり」を事業として位置付けている。計画期間

満了時にこれらの取組が実施されているかを確認することで「計画目標⑤：交通弱者の移動手段の

確保」が達成されているかを評価する。 

計画期間内に町が主体となり、実

施した利用促進に関する取組の

数を指標値とする。 
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■路線バスの維持 

・町外移動を支える交通手段として維持 

・朝夕の通勤通学手段を確保 

■空港シャトルバスの維持・向上 

・町民の日常生活を支える主要交通

軸として維持・向上 

■デマンドタクシーの利便性向上 

・町内移動（中心部への移動、近距離移動）を支

える交通として位置づけ、さらなる利便性向上

を図る。 

⇒利用対象者の拡大 

（小中高生・子育て世帯 等） 

⇒観光活用（TACO GLAMP 送迎 等） など 

■高速バスの維持・向上 

・町民の日常生活を支える広

域交通軸として維持・向上 

■交通結節点（多古台 BT・道の駅等）におけ

る乗継利便性の向上 

・町内の公共交通同士を快適につなげる交通結

節機能の向上 

⇒待合環境の整備、ダイヤ調整、 

 乗継券の検討、乗継情報の提供 など 

成田国際空港  

C 滑走路（予定地）  

観光交流拠点 

（TACO GLAMP） 

複合エリア（物流拠点） 

交通拠点 

（町役場・多古台 BT・道

の駅多古） 

（仮称） 成田小見川鹿島港線 IC 

成田空港 IC （構想） 

（仮称） 国道 296 号 IC 

４-３ 目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

60 

 

４-４ 地域公共交通ネットワークの基本的な考え方 

公共交通の基本的な考え方と公共交通の機能及び役割を以下のとおり整理し、実現可能で、

持続可能な公共交通体系の構築に取り組みます。 

 

 

類型 機能・役割 該当する路線・施設 

広域交通 
本町と近隣市町、東京方面などの町外間の移動

を支える公共交通サービス 

・高速バス 

・空港シャトルバス 

・路線バス 

生活交通 
自宅から町内施設（スーパー、医院など）、バ

ス停などへの移動を支える公共交通サービス 

・路線バス 

・デマンドタクシー 

・タクシー 

交通拠点 
公共交通サービス同士、自家用車と公共交通サ

ービスの乗継ぎを支える町の拠点 

・多古町中心エリア 

⇒多古町役場 

⇒多古台バスターミナル 

⇒道の駅多古 

 

  

表 公共交通ネットワークの基本的な考え方 
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４-５ 地域公共交通の役割・必要性 

地域公共交通の役割・必要性を下記のとおり整理しました。 

なお、地域間幹線系統の路線バス、地域内フィーダー系統のデマンドタクシーについては、

交通事業者等の運営努力だけでは路線の維持が難しく、国の地域公共交通確保維持事業や関係

自治体の補助により、運行を維持・確保することが必要です。 

 

路線名 事業概要 役割・必要性 
補助事業

の活用 

多古本線 

・交通事業者が運行 

・本町から成田 ・匝瑳

 を結ぶ定時定路型の

路線 

・ 日 場駅～多古台バスターミナル～JR

成田駅間を運行し、主に通勤通学時の交

通手段となっており、特に学生などの交

通弱者の移動を支えていることから、運

行の確保・維持が必要である。 

※１ 

桜田線 

・交通事業者が運行 

・本町から成田 を結ぶ

定時定路型の路線 

・多古車庫～大栄支所間を運行し、主に 

立多古高等学校への通学を支えている。 
 

栗源線 

・交通事業者が運行 

・本町から香取 を結ぶ

定時定路型の路線 

・多古台バスターミナル～ 原駅間を運行

し、主に通勤通学時の交通手段となって

おり、特に学生などの交通弱者の移動を

支えていることから、運行の確保・維持

が必要である。 

※１ 

栗源～ 

成田空港線 

・交通事業者が運行 

・本町から成田 ・香取

 を結ぶ定時定路型の

路線 

・成田空港第 2ターミナル～赤池十字路～

農園リゾートザファーム間を運行し、通

勤通学時、観光来訪時の交通手段となっ

ている。 

 

空港シャトル

バス 

・多古町が実施主体とな

り、交通事業者が運行 

・本町から成田 を結ぶ

定時定路型の路線 

・道の駅多古～成田空港第 2ターミナル間

を運行し、通勤通学時、買物時、観光来

訪時などの交通手段となっている。 

 

高速バス 

多古・  線 

・交通事業者が運行 

・本町から  方面を結

ぶ定時定路型の路線 

・多古台バスターミナル～  駅間を運行

し、主に通勤通学時の交通手段となって

いる。 

 

多古町デマン

ドタクシー 

・多古町が実施主体とな

り、交通事業者が運行 

・町内全域を運行エリア

とする区域運行型の路

線 

・町内全域を運行し、路線バス等が運行し

ていない地域の住民の買物や通院を支え

ている。 

・多古台バスターミナル等で空港シャトル

や路線バス等と接続することで、広域交

通を利用することができ、地域住民の生

活の要となる生活交通であることから運

行の確保・維持が必要である。 

※２ 

※１ 国の地域公共交通確保維持事業における「地域間幹線系統確保維持費国庫補助 」を活用 

※２ 国の地域公共交通確保維持事業における「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助 」を活用 
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５．計画目標達成に向けた施策および事業 

５-１ 事業一覧 

 

施策 事業 （★：重点事業） 取組概要 実施主体 
関係する計画目標 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

施策１ 

広域交通の 

維持・向上 

空港シャトルバスの 

利便性向上（★） 

○交通事業者と協議・調整を行い、現行のサービス水準と成田空港への交通アクセスを維持します。 

○利用者アンケート結果などを踏まえて改善案を検討し、更なる利便性向上を図ります。 

○運転手確保・育成など、担い手確保に努めます。 

町・交通事業者 ● ●    ● 

路線バスの利用促進・維持（★） 
○交通事業者と協議・調整を行い、路線バスのサービス水準を維持し、近隣自治体への交通アクセスを確保しま

す。施策 4 に位置づけられる各事業と連動して利用促進を図り、利用者数増加・路線維持に努めます。 
町・交通事業者  ●     

高速バスの維持 
○交通事業者と協議・調整を行い、東京方面への交通アクセスを確保します。施策 4 に位置づけられる各事業と

連動して路線維持に努めます。 
町・交通事業者  ●     

近隣自治体との協議・連携 ○空港シャトルバスや路線バスの利便性確保・向上のため、近隣自治体との協議・連携を行います。 町 ● ●     

施策２ 

町内交通の 

充実化 

デマンドタクシーの利便性向上 

（★） 

○利用者アンケート結果等を踏まえデマンドタクシーの運行内容について見直しを検討し、町内移動の利便性向

上を図ります。 

【利便性向上の例】利用対象の拡大、運行車両の増車、中心部利用料金の導入、運行曜日・時間帯の拡大、運

行範囲の拡大 等 

町・交通事業者   ●  ● ● 

施策３ 

交通モード間

の連携強化 

乗継環境の整備 
○複数の交通モードが乗り入れるバス停等を対象に、駐車場および駐輪場の整備、待合環境整備、乗継ダイヤの

調整等を行います。 
町・交通事業者 ● ● ●    

共通定期券の導入検討 

○複数の交通モード間で利用可能な共通定期券の導入を検討します。これにより、利用者が複数の交通機関をス

ムーズに乗り継げるようにします。 

【取組イメージ】デマンドタクシーと空港シャトルバスの共通定期券 など 

町・交通事業者 ● ● ●   ● 

パンフレット等の作成 
○複数の交通モードを乗り継ぐために必要な情報の提供などを行います。パンフレットには町内施設の情報を掲

載するなど、外出のきっかけ作りを図ります。 
町 ● ● ●    

施策４ 

公共交通の 

魅力発信 

および 

魅力づくり 

周知チラシおよびポスターの配

布 

○公共交通の運行内容や利用方法、魅力等が伝わるチラシやポスターを作成・配布することで、町内の公共交通

サービスに対する認知度を高め、利用する意識の醸成を図ります。 
町    ●  ● 

町内施設（商業・医療・観光等）

との連携 
○公共交通利用者に対するインセンティブ等を導入し、公共交通利用者および施設来訪者の増加を図ります。 町・地域   ●  ● ● 

乗り方教室等の開催（★） 
○公共交通機関の利用方法やマナーを学ぶイベントを開催し、利用方法が分からない人や利用に不安を感じてい

る人が安心して利用できる環境づくりを行います。 
町・交通事業者    ●   

モビリティマネジメントの実施 

（★） 

○町内の小中学校や高等学校、企業、転入者などを対象にモビリティマネジメントを実施し、公共交通を生活の

中に取り入れる意識醸成を図ります。 
町・交通事業者    ● ●  

先進事例の研究（★） 

（MaaS、自動運転技術等） 

○公共交通の効率化とサービス向上を目指して、全国の先進的な取組事例を収集し、本町における導入可能性や

導入効果等を整理します。 
町    ●   

 計画目標①成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 / 計画目標②近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 / 計画目標③町内の移動を便利にする地域内交通の提供 /  

計画目標④公共交通に対する財政負担の適正化 / 計画目標⑤交通弱者の移動手段の確保 / 計画目標⑥使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 
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５-２ 事業の詳細 

 

事業名 空港シャトルバスの利便性向上 

実施内容 

■取組内容 

・交通事業者と協議・調整を行い、現行のサービス水準と成田空港への交通

アクセスを維持します。 

・利用者アンケート結果などを踏まえて改善案を検討し、更なる利便性向上

を図ります。 

・運転手確保・育成など、担い手確保に努めます。 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

７年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
 

 

事業名 路線バスの利用促進・維持 

実施内容 

■取組内容 

・交通事業者と協議・調整を行い、路線バスのサービス水準を維持し、近隣

自治体への交通アクセスを確保します。施策 4 に位置づけられる各事業

と連動して利用促進を図り、利用者数増加・路線維持に努めます。 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

７年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 高速バスの維持 

実施内容 

■取組内容 

・交通事業者と協議・調整を行い、東京方面への交通アクセスを確保しま

す。施策 4 に位置づけられる各事業と連動して路線維持に努めます。 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

７年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
 

 

 

事業名 近隣自治体との協議・連携 

実施内容 

■取組内容 

・空港シャトルバスや路線バスの利便性確保・向上のため、近隣自治体との

協議・連携を行います。 

実施主体 町 

関連する 

計画目標 

計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

７年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 デマンドタクシーの利便性向上 

実施内容 

■取組内容 

・利用者アンケート結果等を踏まえデマンドタクシーの運行内容について

見直しを検討し、町内移動の利便性向上を図ります。 

 

【利便性向上の例】 

利用対象の拡大、運行車両の増車、中心部利用料金の導入、運行曜日・

時間帯の拡大、運行範囲の拡大 等 

 

■参考事例（東京都東久留米市） 

・東久留米市デマンド型交通「くるぶ

ー」の利用対象者は、高齢者（70 歳

以上）だけでなく、妊婦や 0～3 歳児

も含めることで、利用拡大を図りまし

た。 

 

 

 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

計画目標⑤ 交通弱者の移動手段の確保 

計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 乗継環境の整備 

実施内容 

■取組内容 

・複数の交通モードが乗り入れるバス停等を対象に、駐車場および駐輪場

の整備、待合環境整備、乗継ダイヤの調整等を行います。 

 

【対象となるバス停のイメージ】 

多古台バスターミナル、多古町役場、道の駅多古 など 

 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 共通定期券の導入検討 

実施内容 

■取組内容 

・複数の交通モード間で利用可能な共通定期券の導入を検討します。これ

により、利用者が複数の交通機関をスムーズに乗り継げるようにします。 

・共通定期券の利用ルールや販売価格などを関係団体と協議・調整しなが

ら検討を行います。 

 

【取組イメージ】 

デマンドタクシーと空港シャトルバスの共通定期券 

デマンドタクシーと路線バスの共通定期券     など 

 

■参考事例（東京都交通局） 

・都営地下鉄定期券と都営バス定期券をセットにした定期券として「都営

地下鉄・都営バス連絡定期券」を販売しています。 

 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 パンフレット等の作成 

実施内容 

■取組内容 

・複数の交通モードを乗り継ぐために必要な情報の提供などを行います。

パンフレットには町内施設の情報を掲載するなど、外出のきっかけ作り

を図ります。 

 

【掲載する情報のイメージ】 

・町内公共交通の運行情報（ルート、時刻表、運賃） 

・主要交通結節点における乗継ダイヤ 

・公共交通の上手な使い方 

・町内店舗（商業や観光）に関する情報 など 

 

■参考事例（栃木県宇都宮市） 

・宇都宮市では、市民に愛着を持って公共交通を利用してもらえるよう、

公共交通の基本情報が詰まった公共交通利用促進パンフレット「乗ろう

よ！」を制作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 町 

関連する 

計画目標 

計画目標① 成田空港とのつながりを強化する公共交通サービスの提供 

計画目標② 近隣自治体への移動を支える公共交通サービスの提供 

計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 周知チラシおよびポスターの配布 

実施内容 

■取組内容 

・公共交通の運行内容や利用方法、魅力等が伝わるチラシやポスターを作

成・配布することで、町内の公共交通サービスに対する認知度を高め、

利用する意識の醸成を図ります。 

・公共交通サービスの認知度を高めると共に「このままでは路線バスがな

くなってしまう」という危機感を共有するための情報発信も検討します。 

 

■参考事例（山梨県甲府市） 

・甲府市は、「過度に自家用車に頼る状態」から「公共交通や徒歩などを

含めた多様な交通手段を適切に利用する状態」へと、少しずつ変えてい

くため、PR チラシ・ポスターを作成しました。 

・作成したチラシやポスターは、市内の公共・商業施設などに掲示してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 町 

関連する 

計画目標 

計画目標④ 公共交通に対する財政負担の適正化 

計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 町内施設（商業・医療・観光等）との連携 

実施内容 

■取組内容 

・公共交通利用者に対するインセンティブ等を導入し、公共交通利用者お

よび施設来訪者の増加を図ります。 

 

【取組イメージ】 

・公共交通を利用すると町内施設の割引券が付与される制度 

・町内施設を利用すると公共交通の乗車券が付与される制度 など 

 

■参考事例（まちづくり福井株式会社） 

・対象店舗でのお買上げ金額に応じて公共交通の

初乗り運賃がお得になる割引券がもらえる取組

を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

■参考事例（長野県松本市） 

・松本市内を走る周遊バス「タウンスニーカー」（松

本市が事業主体となり、運行はアルピコ交通に委

託）の 1 日乗車券は、以前より販売されてきました

が、一般路線バスにも利用範囲を拡大し、浅間温泉・

美ヶ原温泉まで利用可能としました。 

 

実施主体 町・地域 

関連する 

計画目標 

計画目標③ 町内の移動を便利にする地域内交通の提供 

計画目標⑤ 交通弱者の移動手段の確保 

計画目標⑥ 使いたくなる魅力的な公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 乗り方教室等の開催 

実施内容 

■取組内容 

・公共交通機関の利用方法やマナーを学ぶイベントを開催し、利用方法が

分からない人や利用に不安を感じている人が安心して利用できる環境づ

くりを行います。 

・本町では令和 5 年９月にバスの乗り方教室

を実施し、多くの方にご参加いただき、バス

の利用方法を知っていただくことができま

した。この取り組みを継続的に実施してい

きます。 

・乗り方教室と合わせて「バス車両へのペイント会」「運転席乗車体験」

等を行い、公共交通に対する愛着を持ってもらう取組を行います。また、

ドライバーの仕事内容を伝える等、担い手確保にも努めます。 

 

 

■参考事例（茨城交通株式会社） 

・路線バスに対する愛着を持ってもらうため

に、バス車体にイラスト、ペイントを行うイ

ベントを開催しました。 

 

 

■参考事例（熊本県八代市） 

・市内で開催されたイベントにブース出展を

行い、市内公共交通サービスの運行内容や

利用するメリットを訴求するパネル展示や

説明を行いました。来場者には八代市街地

循環バスのペーパークラフトを配布しまし

た。 

 

 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標④ 公共交通に対する財政負担の適正化 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

     

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 モビリティマネジメントの実施 

実施内容 

■取組内容 

・町内の小中学校や高等学校、企業、転入者などを対象にモビリティマネジ

メントを実施し、公共交通を生活の中に取り入れる意識醸成を図ります。 

・モビリティマネジメント実施にあたっては、計画期間中に作成予定の「パ

ンフレット」などの情報発信ツールを活用します。 

 

■参考事例（千葉県千葉市） 

・公共交通を使う意識を啓発するためのリーフレットを作成し、転入者へ

の配布を行っています。 

・リーフレットには、市内の交通ネットワーク、公共交通が抱える問題、公

共交通利用のメリットなどが掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標④ 公共交通に対する財政負担の適正化 

計画目標⑤ 交通弱者の移動手段の確保 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

 

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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事業名 
先進事例の研究 

（MaaS、自動運転技術等） 

実施内容 

■取組内容 

・公共交通の効率化とサービス向上を目指して、全国の先進的な取組事例

を収集し、本町における導入可能性や導入効果等を整理します。 

・事例収集にあたっては、デジタル技術を活用したものに限らず、幅広く収

集を行います。    

 

＜先進事例の例（茨城県境町）＞ 

・自動運転バスを 3 台導入し、生活路線バスとして定時・定路線での運行

を令和 2 年 11 月 26 日（木）から開始した。自治体による自動運転バ

スの公道上での定常運行は、国内初です。 

・役場周辺の道の駅や高校、コミュニティセンター等を結ぶ運行ルートと

なっており、一日 18 便運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 町 

関連する 

計画目標 
計画目標④ 公共交通に対する財政負担の適正化 

実施スケジュール 

 
令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

                         

 

準備・

検討 
 実施  

評価・

検証 
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５-３ 実施スケジュール 

 

施策 事業（★：重点事業） 
実施スケジュール 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 

施策１ 

広域交通の 

維持・向上 

空港シャトルバスの利便性向上（★）       

路線バスの利用促進・維持（★）       

高速バスの維持       

近隣自治体との協議・連携       

施策２ 

町内交通の 

充実化 

デマンドタクシーの利便性向上（★）       

施策３ 

交通モード間

の連携強化 

乗継環境の整備       

共通定期券の導入検討       

パンフレット等の作成       

施策４ 

公共交通の 

魅力発信 

および 

魅力づくり 

周知チラシおよびポスターの配布       

町内施設（商業・医療・観光等）との

連携 
      

乗り方教室等の開催（★）       

モビリティマネジメントの実施（★）       

先進事例の研究（★） 

（MaaS、自動運転技術等） 
      

 

検討・準備期間  実施期間  

  

※毎年、事業の進捗状況および効果を確認しながら、計画を推進します。 

※施策事業スケジュールの詳細は、資料編に掲載しています。  
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６．計画の推進体制 

６-１ 推進体制 

地域公共交通会議において、毎年度、取組の実施状況の確認、効果検証や取組の改善案等

について協議を行います。 

また、計画期間における社会情勢の変化を踏まえ、見直しが必要な場合は、上位・関連計

画との整合を図りつつ、計画の改定を行っていきます。 

 

推進組織 構成員 役割 

多古町地域 

公共交通会議 

交通事業者、町民・

利用者の代表、学

識経験者、警察、

国・県の交通施策

担当者等 

本計画に位置付けた取組の実施状況の確認、効

果検証や取組の改善案等について協議し、計画

の進行管理を行う。 

また、必要に応じて、計画の改定に係る協議を

行う。 

 

 

６-２ 進捗管理手法 

目標に応じた評価指標の達成状況や取組の進捗状況を確認し、ＰＤＣＡサイクル【計画

（Ｐｌａｎ）→実施（Ｄｏ）→評価（Ｃｈｅｃｋ）→見直し（Ａｃｔｉｏｎ）】による計画

の進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 進捗管理イメージ 
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６-３ 本計画の進捗状況の確認方法 

本計画で掲げた目標（56 ページ）や位置付けた事業（62 ページ）の進捗状況を確認し

ながら、予定どおり計画が推進されているのかを確認します。 

目標が未達成となっている場合は、その要因を分析し、取組の方向性を再検討すること

で、計画推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画目標未達成時の検討フロー 

 

 

計画目標の評価指標
．．．．．．．．．

の算出 

関連する事業実施状況
．．．．．．．．．．

の確認 

全て実施済み 未実施の事業がある 

追加するべき取り組み
．．．．．．．．．．

の検討 未実施となった要因
．．．．．．．．．

の整理 

未達成 
（参考目標値未満） 

達成 
（参考目標値以上） 

引き続き、事業を推進 

住宅開発などの外部要因も整理し、勘案する。 

事業内容の見直し・推進 


